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令
和
３
年
度　

第
26
回
松
苓
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昨
年
に
続
き
、
書
面
に
よ
る
開
催
）

︱
︱
改
革
目
指
し
、
松
苓
会
会
則
改
正
︱
︱

令
和
3
年
度
の
定
期
総
会
は
、
6
月
11

日
（
土
）
に
予
定
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
た
め
、

昨
年
度
と
同
様
、
書
面
に
よ
る
「
議
決
権

行
使
」
の
方
法
で
、
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

定
期
総
会
議
案
は
6
月
8
日
付
で
総
会

構
成
員
に
送
付
し
ま
し
た
（
議
決
権
行
使

書
の
提
出
締
切
は
6
月
28
日
）。

次
に
、
議
案
の
概
要
及
び
「
議
決
権
行

使
」
の
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

第
1
号
議
案　

令
和
2
年
度
事
業
報
告

令
和
2
年
度
の
事
業
方
針
並
び
に
事
業

計
画
は
、
令
和
元
年
度
に
準
じ
て
計
画
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
定
期
総
会
を

書
面
（
議
決
権
行
使
書
）
に
よ
る
開
催
と

し
た
ほ
か
、
例
年
4
回
開
催
し
て
い
る
常

任
幹
事
会
も
年
度
内
2
回
（
新
年
度
に
入

っ
て
か
ら
1
回
）
の
開
催
、
三
役
会
議
も

対
面
で
の
会
議
は
7
月
に
入
っ
て
よ
う
や

く
開
催
で
き
ま
し
た
が
、
か
つ
て
経
験
し

な
か
っ
た
状
況
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

行
事
等
で
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
し
た
他
は
、
主
催
行
事
の

教
員
免
許
状
更
新
講
習
受
講
者
交
流
会
、

共
催
行
事
の
異
業
種
交
流
会
と
も
中
止
と

な
り
、
ま
た
後
援
事
業
（
論
語
の
学
校
、

教
育
研
究
大
会
、
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
）
も

大
学
の
行
事
中
止
に
伴
い
実
施
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
基
本
問
題
検
討
委
員
会
答

申
を
具
現
化
す
る
た
め
の
改
革
部
会
に

は
、
松
苓
会
の
将
来
を
見
据
え
た
検
討
を

精
力
的
に
依
頼
し
、
新
卒
者
の
同
期
会
結

成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
新
規
事
業
の
検

討
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
活
動
の
状
況
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

自
粛
・
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
号
議
案　

令
和
2
年
度
収
支
決
算
報

告
並
び
に
監
査
報
告

先
ず
、
経
常
費
に
つ
い
て
は
、
総
収

入
が
１
６
９
６
万
２
４
７
円
、
支
出
が

１
１
９
８
万
３
８
９
８
円
と
な
り
、
次
年

度
へ
の
繰
越
が
４
９
７
万
６
３
４
９
円
と

な
り
ま
し
た
。（
5
頁
の
決
算
書
参
照
）

収
入
の
部
で
は
、
既
卒
者
の
会
費
収

入
（
4
名
）
及
び
寄
付
金
収
入
（
35
件

20
万
１
千
円
）
が
、
元
年
度
実
績
（
会
費

37
名
、
寄
付
金
75
件
33
万
８
７
６
０
円
）

に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。
既
卒
者
へ
の
終

身
会
費
納
入
手
続
き
の
広
報
は
、
例
年
、

卒
後
5
年
毎
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
案

内
送
付
の
お
り
、
併
せ
て
会
費
納
入
の
お

願
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
が
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
、
大
学
に

招
い
て
の
開
催
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
会

費
納
入
者
以
外
の
広
報
を
実
施
し
な
か
っ

た
こ
と
が
一
因
で
す
。
寄
付
金
に
つ
い
て

は
、
例
年
3
月
発
行
の
松
苓
会
報
送
付
時

に
依
頼
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

2
年
度
は
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
が
減
少

の
理
由
で
す
。

な
お
、
終
身
会
費
納
入
手
続
き
の
お
願

い
、
寄
付
金
募
集
に
つ
い
て
は
、
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
本
部
で
は
確
認

し
て
い
ま
す
。

支
出
の
部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
各

種
事
業
が
休
止
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

繰
り
越
し
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

松
苓
会
報
（
64
号
）
発
送
費
、
運
営
費

の
消
耗
品
費
が
そ
れ
ぞ
れ
予
算
超
過
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

開
催
案
内
を
会
費
納
入
者
だ
け
に
送
付
と

な
り
、
す
べ
て
松
苓
会
の
経
費
で
行
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
（
例
年
は
5
年
ご
と
の

招
待
者
分
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行

委
員
会
の
予
算
か
ら
支
出
）。
予
備
費
か

ら
支
出
の
２
０
０
万
円
は
、
大
学
へ
の
コ

ロ
ナ
支
援
金
（
寄
付
金
）
で
す
。

特
別
会
計
の
「
松
苓
会
奨
学
金
」
で

は
、
収
入
の
部
の
貸
与
奨
学
生
か
ら
の

返
還
金
が
予
算
52
万
9
千
円
の
と
こ
ろ

15
万
4
千
円
で
差
額
欄
の
37
万
5
千
円
が

未
収
金
と
な
り
ま
す
。
令
和
2
年
度
末
で

貸
与
奨
学
生
か
ら
の
返
還
は
1
人
（
滞
納

額
37
万
5
千
円
）
を
除
い
て
す
べ
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
2
年
度
か
ら
、
特
別
会
計

（
基
金
）
の
利
息
、
残
高
証
明
書
の
手
数

料
は
、
奨
学
基
金
を
除
い
て
経
常
費
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

第
3
号
議
案　

松
苓
会
会
則
改
正
案
に
つ
い
て

会
則
改
正
案
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
総

会
に
上
程
す
る
予
定
で
、
準
備
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
書
面

（
議
決
権
行
使
）
で
の
総
会
と
な
っ
た
た

め
、1
年
遅
ら
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
、前
年
同
様
の
書
面
に
よ
る「
議

決
権
行
使
」
と
な
り
ま
し
た
。

令和3年度第26回定期総会の議決権行使結果
（１）定期総会議案を 6 月 8 日付で総会構成員に郵送
（２）議決権総数（総会構成員）　  75 人
（３）議決権行使書提出者　　　　72 人
（４）議決権行使結果

議　　　　　案 賛　成 反　対 白　票
第1号議案　令和2年度事業報告 ７１ ０ 1
第 2号議案　令和2年度収支決算報告並びに監査報告 ７１ ０ 1
第 3号議案　松苓会会則改正案（細則改正案、役員候補

者選考委員会運営内規改正案を含む） ７１ ０ 1

第 4号議案　令和3年度事業方針並びに事業計画案 ７１ ０ 1
第 5号議案　令和3年度予算案 ７１ ０ 1
� 上記の結果、議案は承認されました。
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松
苓
会
本
部
で
は
、
一
昨
年
（
平
成
31

年
3
月
）
の
基
本
問
題
検
討
委
員
会
答
申

を
受
け
て
、
松
苓
会
改
革
部
会
（
当
初
は

具
現
化
部
会
、
の
ち
改
称
）
を
設
置
し
、

答
申
内
容
の
具
現
化
に
向
け
た
活
動
を
鋭

意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
見
直
し
や
、
新
規
事
業
創
成
に
向

け
た
検
討
、
新
卒
者
か
ら
の
同
期
会
結
成

な
ど
、
松
苓
会
の
将
来
に
向
け
た
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。

活
動
の
停
滞
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、

基
本
問
題
検
討
委
員
会
答
申
の
具
現
化
に

向
け
た
施
策
の
前
提
と
な
る
松
苓
会
会
則

改
正
案
の
上
程
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
と

考
え
、
今
年
度
総
会
に
上
程
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。（
６
、７
頁
参
照
）

な
お
、
改
正
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

松
苓
会
の
目
的
の
明
確
化
を
図
る（「
母

校
の
発
展
を
支
援
す
る
」）。
母
校
専
任
教

職
員
を
「
教
職
員
会
員
」
と
し
て
位
置
づ

け
る
。
本
部
機
能
（
事
務
局
機
能
）
を
強

化
す
る
た
め
、
部
会
（
事
業
部
会
・
組
織

部
会
・
広
報
部
会
・
総
務
部
会
）
を
設
け

る
。松
苓
会
の
組
織
に
、都
道
府
県「
支
部
」

に
加
え
、
卒
業
期
毎
に
「
同
期
会
」
を
置

く
。
同
期
会
は
、
当
面
、
新
卒
者
か
ら
年

次
進
行
で
設
置
す
る
。 

副
会
長
の
人
数

を
増
や
す
（
2
～
5
名
）。
役
員
（
会
長

及
び
監
事
）
の
選
出
に
関
し
、「
役
員
候

補
者
選
考
委
員
会
」の
関
与
を
明
記
す
る
。

総
会
で
の
承
認
が
必
要
な
役
員
は
、会
長
、

監
事
と
し
、
副
会
長
は
、
新
会
長
の
も
と

で
の
常
任
幹
事
会
で
選
出
す
る
。
現
行
の

地
区
幹
事
は
廃
止
し
、
支
部
長
が
幹
事
と

な
る
。
幹
事
は
、各
都
道
府
県
の
支
部
長
、

各
同
期
会
の
代
表
、
会
員
の
な
か
か
ら
会

長
が
指
名
し
た
者
と
す
る
。 

常
任
幹
事

は
、幹
事
の
な
か
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

監
事
は
そ
の
役
割
の
性
格
上
、
総
会
等
会

議
の
構
成
員
を
離
れ
、
中
立
的
な
立
場
で

職
務
執
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
名
誉
会

長
の
職
を
廃
し
、
顧
問
・
相
談
役
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
。

総
会
は
、
各
都
道
府
県
支
部
長
及
び
各

同
期
会
代
表
、
並
び
に
第
９
条
第
１
項
第

１
号
か
ら
第
５
号
の
役
員
を
も
っ
て
構
成

す
る
。
た
だ
し
、現
役
員
の
任
期
満
了（
令

和
５
年
総
会
）
ま
で
は
、
現
構
成
員
に
各

同
期
会
か
ら
代
表
1
名
を
加
え
る
。

現
行
の
幹
事
会
と
支
部
長
会
の
規
定
は

廃
止
す
る
。
幹
事
会
の
役
割
で
あ
る
役
員

候
補
者
選
考
委
員
の
選
出
（
幹
事
会
選
出

3
名
）
に
つ
い
て
は
、松
苓
会
細
則
で
「
総

会
に
お
い
て
支
部
長
か
ら
3
名
、
同
期
会

代
表
か
ら
3
名
、常
任
幹
事
会
か
ら
3
名
」

と
規
定
し
、「
当
面
は
総
会
に
お
い
て
支

部
長
・
同
期
会
代
表
か
ら
6
名
、
常
任
幹

事
会
か
ら
3
名
」
と
の
移
行
措
置
を
と
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
松
苓
会
細
則
、
同

附
則
）。
た
だ
し
、
令
和
5
年
3
月
で
任

期
満
了
と
な
る
役
員
の
後
任
候
補
者
（
会

長
・
監
事
）
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
規
定
に
よ
る
委
員
選
出
と
し
て
い
ま
す

（
松
苓
会
細
則
の
附
則
）。
会
議
に
、
会
長

の
補
佐
機
関
と
し
て
の
「
三
役
会
」
を
明

記
す
る
。 

総
会
の
議
決
に
は
委
任
状
の
他
に
「
議

決
権
行
使
」を
認
め
る
規
定
を
整
備
す
る
。

会
計
条
文
の
整
備
に
併
せ
「
基
金
」
と

し
て
、「
周
年
事
業
積
立
金
」「
松
苓
会
奨

学
基
金
」「
松
苓
会
費
積
立
金
」（
終
身
会

員
積
立
金
の
条
文
廃
止
、
名
称
変
更
）
を

会
則
に
規
定
す
る
。

役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
の
条
文
を
整

備
す
る
。
選
考
委
員
会
の
委
員
長
は
、
選

考
結
果
を
総
会
に
提
案
す
る
。

学
生
会
員
の
条
文
を
整
備
す
る
。
平
成

30
年
度
総
会
で
「
学
生
会
員
」
を
位
置
付

け
た
が
、
新
た
に
学
生
会
員
の
代
表
は
、

会
長
の
許
可
の
も
と
に
、
総
会
・
常
任
幹

事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
。

学
校
法
人
の
評
議
員
候
補
者
推
薦
の
条

文
を
整
備
す
る
。

会
則
の
改
正
に
合
わ
せ
、
細
則
の
条
文

を
整
備
、
及
び
役
員
候
補
者
選
考
委
員
会

運
営
内
規
を
整
備
す
る
。

第
4
号
議
案　

令
和
3
年
度
事
業
方
針
並

び
に
事
業
計
画

前
年
度
に
準
じ
た
事
業
方
針
並
び
に
事

業
計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
大
幅
な
変
更
（
行
事
の
中
止
等
）

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　第
5
号
議
案　

令
和
3
年
度
予
算
案

最
初
に
、
予
算
書
の
変
更
点
を
記
し
ま

す
。こ

れ
ま
で
特
別
会
計
と
し
て
４
つ
の
基

金
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
経

常
費
の
運
転
資
金
的
な
性
格
が
あ
っ
た

「
松
苓
会
基
金
」
は
廃
止
し
、「
終
身
会
員

積
立
金
」
を
「
松
苓
会
費
積
立
金
」
に
、

「
松
苓
会
奨
学
金
」を「
松
苓
会
奨
学
基
金
」

に
名
称
変
更
の
う
え
、「
周
年
事
業
積
立

金
」
を
含
め
た
3
つ
の
基
金
を
置
く
予
算

書
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

廃
止
の
「
松
苓
会
基
金
」
の
令
和
2
年

度
末
残
高
２
０
０
万
３
５
５
円
は
名
称
変

更
後
の
「
松
苓
会
費
積
立
金
」
に
繰
り
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
会
報
発
行
経
費
の

う
ち
1
回
分
特
別
会
計
の
「
終
身
会
費
積

立
金
」
か
ら
支
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
2
回
分
と
も
経
常
費
支
出
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
松
苓
会
費
積
立
金
」
は
、
従

来
の
積
み
立
て
方
式
（
新
卒
者
終
身
会
費

納
入
者
数
×
封
書
郵
送
料
×
50
年
）
は
採

ら
ず
、
前
年
度
繰
越
金
、
経
常
費
予
算
等

を
勘
案
し
、
積
立
額
を
決
定
（
本
年
度
予

算
で
は
１
０
０
万
円
計
上
）し
て
い
ま
す
。

基
金
の
積
み
立
て
、
取
り
崩
し
は
、「
特

別
会
計
予
算
」
と
し
て
総
会
の
承
認
を
得

る
こ
と
は
従
来
と
同
じ
で
す
。

経
常
費
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

既
に
中
止
が
決
定
し
て
い
る
行
事
等
も

あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
に
準
じ
て
予
算
措

置
を
し
ま
し
た
。

支
出
の
部
で
は
、
松
苓
会
報
発
行
費
用

の
印
刷
・
製
作
費
、
発
送
費
に
第
66
号
、

第
67
号
2
回
分
の
発
行
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

卒
業
生
交
流
事
業
の
「
同
期
会
等
助
成

費
」
は
20
万
円
（
前
年
度
予
算
は
10
万
円
）

計
上
し
ま
し
た
。
第
88
期
・
89
期
同
期
会

が
結
成
さ
れ
、
そ
の
支
援
に
か
か
る
経
費

（
幹
事
会
等
開
催
助
成
）
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。
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運
営
費
の
備
品
費
に
60
万
円
の
予
算
措

置
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
松
苓

会
室
に
書
架
設
置
経
費
（
約
23
万
3
千

円
）、
冷
蔵
庫
購
入
（
約
5
万
円
）、
コ
ピ

ー
機
更
新
リ
ー
ス
料
（
約
25
万
5
千
円
）

等
で
す
。

特
別
会
計
の
積
み
立
て
は
、
周
年
事
業

積
立
金
１
０
０
万
円
、
松
苓
会
奨
学
基
金

50
万
円
（
前
年
度
ま
で
の
事
業
費
「
母
校

支
援
事
業
」
か
ら
特
別
会
計
欄
に
移
す
）、

松
苓
会
費
積
立
金
１
０
０
万
円
で
す
。

予
備
費
に
は
４
８
９
万
７
１
４
９
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

昨
年
度
と
同
様
、
大
学
の
コ
ロ
ナ
禍
対

応
支
援
金
と
し
て
２
０
０
万
円
の
寄
付
、

さ
ら
に
、
新
規
事
業
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費
、「
人
材
バ
ン

ク
」「
リ
サ
イ
ク
ル
書
籍
バ
ン
ク
」
な
ど

の
推
進
に
係
る
経
費
と
し
て
約
１
５
０
万

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
度

第
2
回
常
任
幹
事
会
開
催

定
期
総
会
（
書
面
に
よ
る
開
催
）
後
の

初
め
て
の
常
任
幹
事
会
、
令
和
３
年
度
第

２
回
常
任
幹
事
会
を
令
和
３
年
７
月
10
日

（
土
）
九
段
校
舎
3
号
館
教
室
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は
構
成
員
19
名

の
う
ち
13
名
（
リ
モ
ー
ト
参
加
１
名
を
含

む
。）、
委
任
状
提
出
６
名
。

最
初
に
、
書
面
会
議
と
な
っ
た
前
回
第

１
回
常
任
幹
事
会
の
記
録
（
経
過
報
告
）

を
別
添
資
料
で
確
認
し
ま
し
た
。

第
２
回
会
議
の
議
題
は
次
の
と
お
り
。

⑴
本
部
役
員
の
補
充
等
に
つ
い
て（
後
掲
）

⑵
定
期
総
会
議
案
の
「
議
決
権
行
使
書
」

の
確
認
に
つ
い
て

　
　

提
出
さ
れ
た
議
決
権
行
使
書
を
監
事

含
む
全
出
席
者
で
確
認
し
、
全
議
案

の
承
認
を
認
め
ま
し
た
（
2
頁
下
段

掲
載
の
と
お
り
）。
続
い
て
、
議
決

権
行
使
書
に
添
え
ら
れ
た
意
見
（
議

決
権
行
使
書
の
あ
り
方
、
総
会
の
名

称
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
必
要
性
、

会
報
郵
送
料
増
加
へ
の
対
応
等
）
へ

の
対
応
を
協
議
、
及
び
回
答
内
容
を

検
討
し
、
総
会
構
成
員
へ
の
報
告
文

書
に
同
封
し
て
送
付
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

⑶
松
苓
会
改
革
部
会
の
今
後
に
つ
い
て

⑷
松
苓
会
報
第
66
号
の
編
集
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他　

学
校
法
人
へ
の
コ
ロ
ナ
禍
支

援
金
寄
付
の
実
行
に
つ
い
て

学
生
会
執
行
部
と
の
懇
談

８
月
18
日
（
水
）
13
時
30
分
か
ら
学
生

会
執
行
部
と
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

学
生
会
か
ら
、
学
生
会
長
の
水
口
愛
子

さ
ん
、
平
野
由
佳
さ
ん
（
松
苓
会
担
当
）、

丸
田
彩
さ
ん
、
秦
野
優
羽
さ
ん
の
４
人
、

松
苓
会
か
ら
は
、
葊
田
会
長
、
家
永
副
会

長
、
小
林
幹
事
長
、
佐
藤
事
務
局
長
が
出

席
。
大
学
か
ら
山
田
教
寛
学
生
支
援
課
職

員
が
出
席
し
た
。

出
席
者
の
自
己
紹
介
の
あ
と
、
葊
田
会

長
か
ら
「
卒
業
後
正
会
員
と
な
る
皆
さ
ん

に
松
苓
会
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、
学

生
会
員
で
あ
る
皆
さ
ん
に
松
苓
会
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
こ
の
会
を
開
催
し

た
」と
の
趣
旨
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
っ
た
。

幹
事
長
か
ら
は
、
配
布
資
料
を
基
に
松

苓
会
の
組
織
、
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
さ
ら
に
会
則
改
正
に
よ
り
、
学
生

会
員
の
代
表
が
松
苓
会
の
総
会
、
常
任
幹

事
会
に
出
席
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。
な
お
、
学
生
会
役
員
の

任
期
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
関
係

か
ら
、
こ
の
話
し
合
い
の
時
期
を
早
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

支
部
長
交
代

広
島
県
支
部（
令
和
３
年
７
月
15
日
付
）

　
　

新　
　
　
　

村
山
慶
一
郎（
47
文
）

　
　

前（
代
行
）   

金
子　
　

徹（
50
文
）

秋
田
県
支
部（
令
和
3
年
8
月
3
日
付
）

　
　

新　
　
　
　

鈴
木　

隆
博（
54
文
）

　
　

前　
　
　
　

三
浦　
　

基（
41
文
）

本
部
役
員
等
委
嘱

　
　
　
（
令
和
3
年
7
月
10
日
付
）

常
任
幹
事　

　

矢
澤
喜
成
（
50
文
・
東
京
都
支
部
長
）

幹
事中

居
功
一
（
39
文
・
埼
玉
県
支
部
）

三
好
行
雄
（
53
文
・
埼
玉
県
支
部
）

原
由
来
恵
（
63
文
・
東
京
都
支
部
）

渡
辺
大
雄
（
65
文
・
東
京
都
支
部
）

事
務
局
長

　

佐
藤　

修
（
41
文
・
常
任
幹
事
）

本
部
事
務
局
担
当
者
交
代

松
苓
会
本
部
事
務
局
担
当
の
間
宮
美
喜

さ
ん
が
令
和
３
年
３
月
31
日
付
で
退
任
さ

れ
、
４
月
１
日
付
で
島
り
つ
こ
さ
ん
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
支
援
金
目
録
贈
呈

令
和
３

年
度
予
算

が
承
認
さ

れ
た
の
を

受
け
て
、

７
月
20
日

（
火
）大
学

の
コ
ロ
ナ

禍
対
応
支

援
金
と
し

て
、
昨
年

に
続
い
て

200
万
円
の

寄
付
金
目

録
贈
呈
式

が
12
階
役
員
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
葊
田

克
己
会
長
が
水
戸
英
則
理
事
長
に
目
録
を

贈
呈
し
た
。

附
属
高
校
野
球
部
甲
子
園
出
場
に

支
援
金
目
録
贈
呈

附
属
高
校
野
球
部
は
東
東
京
大
会
で
優

勝
し
、
３
年
ぶ
り
４
度
目
の
夏
の
甲
子
園

大
会
出
場
を
果
た
し
た
。
野
球
部
を
支

援
す
る
た
め

８
月
３
日
、

葊
田
克
己
会

長
が
附
属
高

等
学
校
を
訪

問
、
本
城
学

校
長
に
支
援

金
50
万
円
の

目
録
を
贈
呈

し
た
。

葊田会長から水戸理事長に葊田会長から本城校長に
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令和３年度　松苓会予算
令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 4,976,349
入 　 会 　 金 3,605,000

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 10,650,000
既 卒 者 終 身 会 費 300,000
小 　 　 　 計 10,950,000
寄 付 金 300,000
雑 収 入・ 受 取 利 息 5,800

合　　　　計 19,837,149
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印刷・制作費（66・67 号分） 1,400,000
発 送 費（66・67 号 分 ） 2,100,000

『 茯 苓 』 発 行 0
小 　 　 　 計 3,500,000

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 600,000
卒 業 生 異 業 種 交 流 会 費 300,000
免 許 状 更 新 講 習 交 流 会 費 100,000
小 　 　 　 計 1,000,000

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 1,300,000
支 部 報 発 行 助 成 費 300,000
支 部 強 化 助 成 費 100,000
同 期 会 等 助 成 費 200,000
小 　 　 計 1,900,000

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000
教 育 事 業 後 援 費 150,000
小 　 　 計 1,150,000

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 100,000
課 外 活 動 助 成 費 200,000
教 育 支 援 助 成 費 400,000
卒 業 記 念 品 費 850,000
学 生 会 員 活 動 支 援 費 400,000
小 　 　 計 1,950,000
事 業 費 合 計 9,500,000

運営費
会 議 費 200,000
旅 費 ・ 交 通 費 1,000,000
職 務 費 300,000
通 信 費 180,000
備 品 費 600,000
印 刷 費 350,000
消 耗 品 費 80,000
慶 弔 費 150,000
謝 礼 金 10,000
手 数 料 50,000
雑 　 費 20,000
運 営 費 合 計 2,940,000

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000
松 苓 会 奨 学 基 金 500,000
松 苓 会 費 積 立 金 1,000,000
特 別 会 計 合 計 2,500,000

予備費 4,897,149
合 計 19,837,149

令和 2 年度　松苓会特別会計決算書
1　松苓会基金

（単位：円）
令和元年度からの繰越 2,000,355

合　　　　　　計（次年度繰越） 2,000,355

2　周年事業積立金
令和元年度からの繰越 2,755,967
令和 2 年度繰入 1,000,000

合　　　　　　計（次年度繰越） 3,755,967

3  終身会員積立金
（収入の部）

令和元年度からの繰越 69,064,294
令和 2 年度繰入 2,835,000

合　　　　　　計 71,899,294
（支出の部）

終身会員サービス費（会報 65 号、印刷・制作費、発送費） 1,591,636
合　　　　　　計 1,591,636

○収支残高（次年度繰越） 70,307,658

4　松苓会奨学金  
（収入の部）

令和元年度からの繰越 8,144,395
令和 2 年度繰入 500,000
令和 2 年度貸与返還金 154,000
利　　　　　　息 68
合　　　　　　計 8,798,463

（支出の部）
令和 2 年度給付奨学金	 348,000

○収支残高（次年度繰越） 8,450,463
○令和 2 年度末貸付残高 375,000

令和 2 年度会計収支決算は以上のとおりです。

　　　　　令和 3 年 4 月 20 日
　　　　　　　　　二松學舍松苓会会長　　　　葊田　克己　㊞
　　　　　　　　　二松學舍松苓会幹事長　　　小林　公雄　㊞

会計監査報告書
　令和 2 年度（令和 2 年 4 月1日～令和 3 年 3 月31日）の会計執行状
況について監査の結果、諸帳簿の整備、ならびに、金銭の管理状況は適
正であり、収支に誤りのないことを認めたのでここに報告致します。
令和 3 年 4 月 21 日	
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　小林　憲二　㊞
　　　　　　　　　　二松學舍松苓会監事　　田邉　義博　㊞

令和 3 年度　松苓会特別会計予算
1　周年事業積立金

令和 2 年度からの繰越 3,755,967
令和 3 年度繰入 1,000,000

合　　　　　　計 4,755,967

2　松苓会奨学基金  	
（収入の部）

令和 2 年度からの繰越 8,450,463
令和 3 年度繰入 500,000
令和 3 年度貸与返還金 375,000
利　　　　　　息 68

合　　　　　　計 9,325,531
（支出の部）

令和 3 年度給付奨学金 996,000

3　松苓会費積立金
令和 2 年度からの繰越 70,307,658
松苓会基金の繰入 2,000,355
令和 3 年度繰入 1,000,000
合　　　　　　計 73,308,013

令和２年度　松苓会収支決算書
令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日

○　収入の部
（単位：円）

前 年 度 繰 越 金 2,833,504 
入 　 会 　 金 3,755,000 

　　（会　費）
新 卒 者 終 身 会 費 10,125,000 
既 卒 者 終 身 会 費 40,000 
小 　 　 　 計 10,165,000 
寄 付 金 201,000 
雑 収 入 ・ 利 息 5,743 

合　　　　計 16,960,247 
○　支出の部
事業費
松苓会報等発行

印 刷・ 制 作 費（64 号 分 ） 694,516 
発 送 費 （ 6 4 号 分 ） 1,001,273 

『 茯 苓 』 発 行 費 0 
小 　 　 　 計 1,695,789 

卒業生交流事業
ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー 費 327,000 
卒 業 生 名 刺 交 換 会 費 0 
免 許 状 更 新 講 習 交 流 会 費 0 
小 　 　 　 計 327,000 

卒業生支援事業
支 部 運 営 助 成 費 500,515 
支 部 報 発 行 助 成 費 182,520 
支 部 強 化 助 成 費 0 
同 期 会 等 助 成 費 0 
小 　 　 計 683,035 

母校支援事業
教 育 振 興 資 金 助 成 費 1,000,000 
教 育 事 業 後 援 費 0 
松 苓 会 奨 学 金 基 金 500,000 
小 　 　 計 1,500,000 

在学生支援事業
学 園 祭 助 成 費 0 
課 外 活 動 助 成 費 50,000 
教 育 支 援 助 成 費 40,113 
卒 業 記 念 品 費 832,260 
学 生 会 員 活 動 支 援 費 229,966 
小 　 　 計 1,152,339 
事 業 費 合 計 5,358,163 

運営費
会 議 費 1,770 
旅 費 ・ 交 通 費 187,530 
職 務 費 89,000 
通 信 費 59,125 
備 品 費 157,025 
印 刷 費 194,502 
消 耗 品 費 58,043 
慶 弔 費 26,550 
謝 礼 金 0 
手 数 料 17,190 
雑 　 費 0 
運 営 費 合 計 790,735 

特別会計
周 年 事 業 積 立 金 1,000,000 
終 身 会 員 積 立 金 2,835,000 
特 別 会 計 合 計 3,835,000 

予備費 2,000,000 
合 計 11,983,898 

○収支残高（次年度繰越） 4,976,349 



6

二松學舍松苓会報 No.66 2021年10月10日

する役員をもって構成する。
２　常任幹事会は、年６回の定例会とし、会長が招集する。但

し、会長が必要と認めたときは、臨時に招集することができ
る。

３　常任幹事会の議長は幹事長が務める。
（三役会）
第17条　本会に、会長の補佐機関として三役会を置く。
２　三役会は、会長・副会長・幹事長をもって構成する。但し、

会議にほかの役員を参加させることができる。
（定足数と議決）
第18条　本会の会議は、構成員の過半数の出席をもって成立

し、出席者の過半数をもって議決する。可否同数のときは議長
の決するところによる。

２　会議の出席者及び議決には委任状を含むものとする。
３　総会の議決に当たっては、書面による議決権行使を認め、そ

の提出者を出席者とみなす。
（議事録）
第19条　本会が行う会議については議事録を作成し、議長及び

出席者の代表２名が署名押印のうえ保存する。議事録には次
の各号を記載するものとする。

一　会議の日時及び場所
二　出席者の人数及び氏名（委任状提出者及び議決権行使書提

出者を含む）
三　議事の経過、概要、発言要旨及びその結果

第５章　　　会　計
（会計）
第20条　本会の運営は、次の収入により行うものとする。
　一　会員の入会金 
　二　会員の終身会費
　三　寄附金
　四　その他物品等の資産
（入会金と終身会費）
第21条　本会の会員（但し、第５条第１項第３号に規定する特

別会員及び同第５号に規定する教職員会員を除く）は、入会
金及び終身会費を納入するものとする。

２　入会金及び終身会費の額は、次のとおりとする。
　(ア) 入会金 　　5,000円（入学時納入）
　(イ) 終身会費  15,000円（卒業時納入）
３　入会金及び終身会費の額を変更するときは、常任幹事会の

議を経て、総会の承認を得なければならない。
（会計年度）
第22条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31

日に終わる。
（事業計画と収支予算）
第23条　本会の事業計画及びこれに伴う収支予算は、会長のも

とに編成し、常任幹事会の提案に基づき、総会の承認を得る
ものとする。

（基金）
第24条　本会は、特別事業の推進、及び将来にわたり安定した

運営を図るため、特別会計として次の基金を設ける。特別会
計の予算及び決算は、常任幹事会の議を経て、総会の承認を
得るものとする。

　一　�周年事業積立金（学校法人及び松苓会の周年事業のため
の基金）

　二　松苓会奨学基金（在学生の奨学金のための基金）
　三　�松苓会費積立金（非常時及び緊急時の資金としての基

金）
（収支決算と事業報告）
第25条　本会の収支決算は、会長のもとに作成し、事業報告書

とともに監事の意見を付し、常任幹事会の議を経て、総会の
承認を得るものとする。

第６章　　　専門委員会と委員
（専門委員会と委員）
第26条　本会の目的達成のために必要な専門事項に係る調査及

び研究等を行うため、専門委員会を設けることができる。なお
目的達成後は速やかに解散するものとする。

２　委員会の委員は会長が委嘱する。
３　委員会及び委員に関し必要な事項は、その都度会長が定め

る。
４　役員のうち、会長及び監事の候補者選考については、役員

候補者選考委員会を特別の専門委員会として設ける。
５　役員候補者選考委員会は、第10条第１項及び第６項により

会長及び監事の候補者を選考し、委員長がその結果を総会に
提案する。

６　役員候補者選考委員会に必要な規定は別に定める。

第７章　　　学生会員
（学生会員）
第27条　第５条第１項第４号の学生会員の代表は、会長の許可

のもとに、総会・常任幹事会に出席し意見を述べることができ

る。
２　学生会員には、松苓会報を配付する。また、学園祭等の学生

主催行事には助成を行う。

第８章　　　事 務 局
（事務局）
第28条　本会の事務を処理するため本部に事務局を置く。
２　幹事長は、会長の命を受けて事務局を統括し、本会の事務

を掌理する。
３　事務局には、会長指名の事務局長、その他の職員を置くこと

ができる。
４　事務局長は、幹事長を補佐し本会の事務処理を執り行う。
５　本会の事務については、その一部を学校法人二松学舎に委

託することができるものとする。
６　事務局に必要な規定は別に定める。

第９章　　学校法人二松学舎評議員
（評議員候補者の選出と推薦）
第29条　本会は、学校法人二松学舎の定める規定に基づき、年

齢25歳以上の会員のなかから学校法人二松学舎評議員候補者
を総会の議を経て選出し、これを会長が学校法人理事長に推
薦する。

第10章　　会則の変更
（会則の変更）
第30条　この会則の変更については、常任幹事会の提案に基づ

き、総会の承認を得なければならない。

第11章　　補　則
（会員の除名と役員の解任）
第31条　本会の会員で、その体面を汚す行為があった場合は、

総会の議を経て除名することができる。
２　本会の役員は、会員及び母校のため、その職務を誠実に遂

行する義務がある。役員が、次の各号の一つに該当するとき
は、第26条第１項から第３項に準じて特別審議会を設けて審
理し、総会の議を経て、会長がその職務を解くことができる。

　一　�心身の故障のため職務の遂行にたえられないと認めたと
き

　二　�職務上の義務違反、その他役員としてふさわしくない行
為があると認めたとき

（役員の補充）
第32条　本会の役員に欠員が生じたとき、または増員の必要が

生じたときは、第12条各項の規定に基づき補充することができ
る。

（細則）
第33条　この会則に定めるもののほか、運営に関し必要な事項

は細則で定める。

附　則（昭和6年3月3日原案立案）
１　昭和6年3月22日　認可

附　則（昭和7年6月14日修正案立案）
２　昭和7年7月3日　認可
　（中略）

附　則（平成6年7月23日全部改正）
７　本会則は、平成7年4月1日から施行する。
　（中略）

附　則（平成30年6月9日）
13　本会則は、平成30年6月9日から施行する。

附　則（令和3年7月10日）
１　この会則は、令和3年7月10日から施行する。
２　第５条第１項第５号の教職員会員は、正会員を含まない。
３　この会則施行の際、第８条に規定する同期会は、当面、新卒

者から年次進行で設置するものとする。
４　第15条第２項の各同期会代表は１名ずつとする。
５　この会則施行の際、総会・常任幹事会・幹事会など従前の

会議については、次の移行措置を講ずる。
　①�第15条第２項（総会の構成員）の規定にかかわらず、現役

員の任期満了までの間は、従前の規定による構成員に、各
同期会代表各１名を加えて対応するものとする。

　②�この会則改正前に就任した幹事、及び幹事会の規定は、現
役員の任期満了までは、従前のとおりとする。

　③�第16条第１項（常任幹事会の構成員）の規定にかかわら
ず、現役員の任期満了までの間は、従前の規定によるものと
する。

６　第18条第３項に規定する書面とは、議決権行使書をいう。
７　第21条第２項第 (イ)号の終身会費は、平成13年度以前の卒業

者にあっては 10,000円を納入するものとする。
８　第27条第１項の学生会員の代表は、当面、学生会長を含む

３名とする。
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二松学舎松苓会会則
（令和3年7月10日改正）

第１章　　　総　則
（名称）
第１条　この同窓会は、二松學舍松苓会（以下「本会」という）

と称する。
（事務所）
第２条　本会は、事務所を東京都千代田区三番町６番地１６ 二

松學舍大学内に置く。
（目的）
第３条　本会は、母校建学の精神に基づき、会員相互の親睦を

図り、思想学術の向上に資し、併せて母校の発展を支援する
ことを目的とする。

（事業）
第４条　本会は、前条の目的を達成するため次の各号の事業を

行う。
　一　会員名簿の編集及び発行
　二　会員相互の連絡及び情報交換
　三　支部の育成
　四　同期会の育成
　五　松苓会報の発行及びホームページの運営
　六　その他、本会の目的達成のために必要な事業
２　本会は、母校への支援並びに母校事業の得失に関し、意見

を具申することができる。

第２章　　　組　織
（会員）
第５条　本会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。
　一　正会員
　　　専門学校・大学卒業者並びに大学院修了者
　二　準会員
　　　�中途退学者のうち、正会員が推薦し、常任幹事会で承認

した者
　三　特別会員
　　　母校関係者にして、会長が推薦した者 
　四　学生会員
　　　母校の学部及び大学院在籍者
　五　教職員会員
　　　母校の専任教職員
（本部）
第６条　本会に本部を置き、役員及び事務局をもって組織す

る。
２　本部は、本会の事務を総括処理し、渉外事項を掌る。
３　本部には次の各号の部会を置く。
　一　事業部会
　　　ホームカミングデー等、会員の交流事業に関する事項
　　　本会主催の行事に関する事項
　　　学生支援活動に関する事項
　　　教育支援に関する事項
　二　組織部会
　　　会員名簿に関する事項
　　　支部会・同期会の育成強化に関する事項
　　　学生会員組織に関する事項
　　　会員の活動（OB会・OG会等）に関する事項
　三　広報部会
　　　会報の発行に関する事項
　　　�ホームページ運営・SNS発信等、本会の広報活動に関す

る事項
　四　総務部会
　　　予算・決算に関する事項
　　　財産の管理に関する事項
　　　総会・常任幹事会の運営に関する事項
　　　規定の立案・改廃に関する事項
　　　他の部会に属さない事項
　五　その他必要な部会
４　部会は、副会長・幹事長・常任幹事が業務を分担する。
５　本部業務は、前項に記す役員のほか、第５条に規定する本

会会員に、会長が委嘱することができる。
（支部）
第７条　本会は、都道府県毎に支部を置く。また、海外に支部を

置くことができる。
２　都道府県毎並びに海外の支部は、それぞれの都道府県及び

海外に在住する会員をもって構成する。
３　都道府県毎並びに海外の支部に支部長を置き、その組織及

び運営は各支部の定めるところによる。
４　設置された支部は、規約とともに役員名簿等を添えて会長

に提出するものとする。
５　支部長は支部における会員の消息や声を掌握し、本会活動

の支援を行う。

（同期会）
第８条　本会は、卒業期毎に同期会を置く。

２　各同期会は、卒業年度が同じ会員をもって構成する。
３　同期会毎に代表を置き、その組織及び運営は各同期会の定

めるところによる。
４　設置された同期会は、規約とともに役員名簿等を添えて会

長に提出するものとする。
５　同期会代表は同期における会員の消息や声を掌握し、本会

活動の支援を行う。

第３章　　役員及び顧問・相談役
（役員）
第９条　本会に次の役員を置く。
　一　会　長　　１名
　二　副会長　　２名～５名
　三　幹事長　　１名
　四　常任幹事
　五　幹　事
　六　監　事　　２名
（役員の選出）
第10条　会長は正会員のなかから、役員候補者選考委員会にて

候補者を選考し、総会の承認を得て選出する。
２　副会長は第５条第１項第１号から第３号に規定する会員のな

かから常任幹事会において選出する。
３　常任幹事は幹事のなかから会長が指名する。
４　幹事については次のとおりとする。
　（ア）各都道府県支部の支部長 
　（イ）各同期会の代表 
　（ウ）�第５条第１項第１号から第３号に規定する会員のなかか

ら会長が指名した者
５　幹事長は常任幹事のなかから会長が指名する。
６　監事は第５条第１項第１号から第３号に規定する会員のなか

から、役員候補者選考委員会にて候補者を選考し、総会の承
認を得て選出する。

（役員の職務）
第11条　会長は、本会の業務を総理し、本会を代表する。
２　副会長は、会長を補佐する。会長に事故あるときは会長が

予め指名した順序によりその職務を代行する。
３　幹事は、会員の動向を把握し、本部及び支部・同期会との連

携を図る。
４　常任幹事は、本会の業務を分担し、執行する。
５　幹事長は、総会・常任幹事会から委任された事項及び緊急

事項並びに本会の業務を掌理する。
６　監事は、本会の経理の状況を監査するとともに、業務執行

の状況を監査し、経理の状況並びに業務の執行について不整
の事実を発見したときは、これを会長に報告する。

７　監事は、総会・常任幹事会に出席し、会長の要請により会の
運営について助言を行う。

８　監事は、総会・常任幹事会において監査報告を行うものと
する。

（役員の任期）
第12条　本会の役員の任期は４年とし、再任を妨げない。但

し、会長の任期は２期８年までとする。
２　補欠または増員により選出された役員の任期は、前任者また

は現任者の残任期間とする。
３　役員はその任期満了後でも後任者が就任するまでは、なお

その職務を行う。
（顧問・相談役）
第13条　本会に顧問、相談役を置くことができる。
２　顧問は、本会の活動に多大な功労があった者を、総会の承

認を得て会長が委嘱する。
３　相談役は、学校法人の理事長、大学の学長とし、会長が委

嘱する。
（顧問・相談役の職務）
第14条　顧問並びに相談役は、会長の要請により本会の運営に

ついて助言を行う。

第４章　　　会　議
（総会）
第15条　本会の総会は、本会の目的達成に必要な事項を決定す

る最高議決機関とする。
２　総会は、各都道府県支部長及び各同期会代表、並びに第９

条第１項第１号から第５号の役員をもって構成する。
３　総会は、年次定例とし、会長が招集する。但し、会長が必要

と認めたときは、臨時に招集することができる。
４　総会は、次の各号を審議する。
　一　毎事業年度の事業報告及び決算
　二　毎事業年度の事業計画及び予算
　三　重要財産の処分及び重大な業務の負担
　四　松苓会会則及び細則の制定・改定
　五　その他の重要事項
５　総会の議長は、出席者のなかから選出するものとする。
（常任幹事会）
第16条　常任幹事会は、第９条第１項第１号から第４号に規定
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。
昨
年
同
様
の

「
中
止
」
も
視
野
に
分
会
役
員
と
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
北
海
道
は
、と
に
か
く
「
暑
い
」

夏
で
し
た
。
道
内
各
地
で
観
測
史
上
１
位

を
更
新
す
る
記
録
的
猛
暑
と
な
り
、
そ
こ

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
歩
・
マ
ラ
ソ
ン

競
技
の
札
幌
開
催
が
重
な
っ
た
の
で
す
か

ら
、
否
が
応
で
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
の

は
必
然
で
す
。
予
想
以
上
の
酷
暑
で
、
選

手
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
試
練
だ
っ
た
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。
無
観
客
と
の
お
達
し

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
テ
レ
ビ
で
見

る
限
り
結
構
な
人
出
。
昨
年
か
ら
続
く
自

粛
へ
の
反
動
、
我
慢
の
限
界
か
と
論
ず
る

人
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
北
海
道
人
の
反
骨

精
神
の
現
れ
で
あ
る
と
語
る
人
も
あ
り
、

い
や
そ
も
そ
も
札
幌
人
は
暑
い
の
も
寒
い

の
も
苦
手
だ
か
ら
地
下
街
を
歩
く
の
だ
、

あ
れ
は
道
外
か
ら
の
観
客
だ
と
言
う
人
も

出
て
き
た
り
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
も
「
あ

つ
い
」
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
場
所
は
、
厳

し
い
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
、
一
服
の
清
涼

剤
な
の
で
し
た
。

北
海
道
支
部

岩
手
県
支
部

『
蕃
山
千
葉
仁
漢
詩
聚
』

支
部
長　

宮
本
義
孝

人
生
百
年
、
昔
に
比
べ
長
生
き
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
、
長
い
か
ら
充

実
し
た
人
生
、
と
は
ど
う
も
い
か
な
い
よ

う
だ
。
多
く
は
、
終
っ
た
人
、
何
と
な
く

生
き
て
い
る
人
の
よ
う
に
思
え
る
。

宮
城
県
支
部

悠
心
庵
の
四
人
展
＆
仲
間
た
ち
展

支
部
長　

二
上
久
芳

8
月
21
・
22
日
の
両
日
、
天
艸
久
美
子

さ
ん
（
52
文
）
の
書
道
展
が
仙
台
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
艸
さ

ん
か
ら
届
い
た
「
教
室
展
開
催
に
あ
た
り

御
礼
と
感
謝
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
、

ご
報
告
し
ま
す
。

「
8
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）
仙
台

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
て
『
悠
心
庵
の
四
人

展
＆
仲
間
た
ち
展
』
と
し
て
教
室
展
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

為
、
今
年
1
月
東
京
で
の
公
募
展
展
示
の

中
止
、
昨
年
二
松
學
舍
大
学
を
卒
業
し
た

人
は
、
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
余
生
と

云
う
茫
洋
た
る
時
間
の
中
に
身
を
置
く

時
、
こ
れ
を
も
っ
て
自
分
の
心
を
満
た
し

う
る
も
の
を
、
一
つ
や
二
つ
、
用
意
し
て

お
く
べ
き
だ
と
思
う
。

前
・
宮
城
県
支
部
長
千
葉
仁
先
輩
は
漢

詩
を
作
っ
て
い
る
。
詩
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
季
節
の
移
り
変
り
を
楽
し
み
、
古

刹
や
古
碑
を
訪
ね
て
は
思
い
を
古
き
に
馳

せ
、
実
に
生
き
生
き
と
生
き
て
い
る
。

千
葉
先
輩
曰
く
。「
季
節
、
秋
に
入
り
、

飛
来
す
る
渡
鳥
を
見
、
叢
に
す
だ
く
虫
の

声
を
聴
く
と
、
感
懐
胸
裡
に
満
ち
、
自
ら

詩
を
詠
み
た
く
な
る
。
あ
あ
で
も
な
い
、

こ
う
で
も
な
い
、
と
句
を
捻
く
っ
て
い
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
、
時
、
深
更
に
到
っ

て
し
ま
う
。
ま
る
で
詩
魔
が
我
に
取
り
つ

き
、
我
を
笑
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」

千
葉
先
輩
が
漢
詩
を
作
り
出
し
た
の

は
、
さ
ほ
ど
遠
く
で
は
な
い
が
、
十
年
、

二
十
年
と
経
て
ば
、
結
構
な
数
に
な
る
。

そ
れ
で
、
こ
れ
ら
を
編
集
し
、
綴
じ
て

残
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
が
、
無
欲
な
先

輩
は
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
十
分

だ
、
と
一
向
に
応
じ
な
い
。

作
り
っ
ぱ
な
し
の
作
品
が
、
主
を
失
っ

た
時
、
紙
屑
同
然
に
始
末
さ
れ
た
例
を
、

多
々
見
て
い
る
。
作
者
は
作
品
に
対
し
、

や
は
り
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
岩
手
県
の
支
部

会
報
特
別
号
と
し
て
『
蕃
山
詩
聚
』
を
作

っ
た
。

体
裁
は
、手
書
き
の
粗
末
な
も
の
だ
が
、

内
容
は
先
輩
の
、
純
な
詩
情
に
満
ち
満
ち

て
い
る
。

松
苓
会
支
部
情
報

松
苓
会
支
部
情
報

松
苓
会
支
部
情
報
（
　
　
　
　
　
　
　  

）

今
号
も
、
支
部
の
状
況
な
ど
を
支
部
長
に

自
由
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
葉
先
輩
の
漢
詩
作
り
は
、
晩
年
に
な

っ
て
か
ら
だ
が
、
そ
の
基
は
、
や
は
り
、

若
き
日
、
学
舎
で
学
び
培
っ
た
教
養
の
上

に
立
っ
て
い
る
。

人
は
、
人
生
の
或
時
期
、
真
な
る
も
の
、

善
、
美
な
る
も
の
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ

と
も
大
事
な
の
だ
と
思
う
の
だ
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
96
号　

令
和
3
年
2
月
7
日
発
行

・
コ
ロ
ナ
禍
と
教
育

○
特
別
号　

令
和
3
年
2
月
20
日
発
行

・『
蕃
山
詩
聚
』

○
第
97
号　

令
和
3
年
4
月
4
日
発
行

・
川
の
話

○
第
98
号　

令
和
3
年
7
月
1
日
発
行

・
コ
ロ
ナ
禍
と
教
育
、
ま
た
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二
人
の
教
室

生
の
卒
業
制

作
を
地
元
仙

台
で
お
披
露

目
し
た
か
っ

た
こ
と
も
あ

り
、
公
募
展

の
作
品
も
含

め
急
遽
3
月

の
開
催
を
決

め
ま
し
た
。

そ
の
後
緊
急

事
態
宣
言
で

会
場
が
閉
鎖
に
な
り
8
月
に
延
期
し
て
お

り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
作
品
展
開
催
に
あ
た
り
、
恩

師
二
松
學
舍
大
学
名
誉
教
授
難
波
清
邱
先

生
に
賛
助
出
品
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
翌
月
に
お
見
舞
い
と

し
て
頂
い
て
い
た
作
品
で
、
震
災
10
年
の

節
目
に
お
披
露
目
で
き
た
こ
と
も
と
て
も

感
慨
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
大
学
の
書
道
部
時
代
の
先
輩
、

同
期
の
方
々
に
も
友
情
出
品
と
し
て
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
苓
会
宮
城
県
支

部
支
部
長
二
上
先
生
、
前
支
部
長
千
葉
先

生
、他
に
も
初
め
て
お
会
い
す
る
同
窓
生
、

お
子
さ
ん
が
二
松
學
舍
大
学
を
卒
業
し
た

か
ら
と
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
等
お
目
に

群
馬
県
支
部

今
後
の
支
部
活
動
に
関
す
る
所
感

支
部
長　

髙
栁　

薫

群
馬
県
支
部
の
直
近
の
活
動
は
一
昨
年

の
文
学
散
歩
及
び
総
会
で
し
た
。
近
隣
の

支
部
長
様
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
支
部

活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
「
会
員

を
増
や
す
に
は
？
興
味
が
あ
る
の
は
？
文

学
散
歩
ど
こ
に
す
る
？
作
品
展
は
？
」
な

ど
、
夢
の
あ
る
お
話
が
で
き
ま
し
た
。
た

だ
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後
、
支
部
活
動
や

情
報
交
換
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
支

部
役
員+

α
の
方
が｢
ラ
イ
ン｣

に
よ

り
情
報
交
換
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
近
隣
の
名
所
・
旧

跡
を
訪
ね
た
よ
う
な
リ
ポ
ー
ト
や
「
○
○

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
い
う
顕
彰

記
事
の
紹
介
、新
聞
へ
の
投
稿
記
事
な
ど
、

本
人
か
ら
で
な
く
話
題
を
見
つ
け
て
く
れ

た
人
が
紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
社
会

生
活
が
制
限
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
他
支

部
か
ら
は
「
支
部
報
」
を
送
付
い
た
だ
き
、

動
い
て
い
る
支
部
が
あ
る
こ
と
に
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
支
部
も

Ｈ
Ｐ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。
情
報
提
供
の
た
め
、
支
部
役
員
が

一
生
懸
命
作
っ
た
力
作
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。石

橋
を
叩
い
て
渡
る
人
。
も
っ
と
言
え

ば
、
叩
い
て
も
渡
ら
な
い
人
。
安
全
・
安

心
の
境
を
今
ほ
ど
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
を
、
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
安
全
？

個
人
差
の
あ
る
安
心
に
は
際
限
が
な
い
よ

う
で
す
。
現
在
、
私
立
保
育
園
の
園
長
を

仰
せ
つ
か
り
、
１
年
半
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
「
夢
や
希
望
を
与

え
た
い
。
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
毎
日
の

園
生
活
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。」
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
年
齢
に
関
係

な
く
「
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
一
日
」
を

積
み
重
ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
支
部
活
動
は
、
安
心
・
安
全
の
境
目
を

判
断
し
な
が
ら
、
遊
び
心
の
あ
る
活
動
も

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

会場にて左から堀内さん、千葉さん、天艸さん、二上

（
天
艸
さ
ん
の
第
70
回
日
本
書
道
教
育
学
会
展
・
文

部
科
学
大
臣
賞
授
賞
作
品
）

◆
支
部
報
発
行

〇
第
25
号　

令
和
3
年
3
月
1
日
発
行

・
コ
ロ
ナ
禍
で
も
前
へ
前
へ

�

支
部
長　

河
野
千
津
子

・
愚
魯
の
戯
言�

藤
本
敏
雄

・
千
葉
県
支
部
総
会
報
告

・
令
和
元
年
度
活
動
報
告

・
令
和
2
年
度
活
動
報
告

・
佐
倉
歴
史
文
学
散
歩�

土
屋　

誠

・
卒
業
一
年
目
の
い
ま�

Ｕ
・
Ｋ

・
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
で
は�

編
集
子

・
令
和
3
年
度
支
部
総
会
ご
案
内

・
令
和
3
年
度
文
学
散
歩
ご
案
内

千
葉
県
支
部

か
か
る
こ
と
が
で
き
、
同
窓
の
繋
が
り
の

有
難
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
叱
正
と
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

◆
支
部
報
発
行

○
第
70
号
（
記
念
号
）

　

令
和
３
年
９
月
１
日
発
行

・
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
東
京
大
会

に
向
け
て　
　
　

支
部
長　

矢
澤
喜
成

疫
癘
の
終
熄
未
だ
見
え
や
ら
ぬ
現
今
、

東
京
都
支
部
の
各
位
に
は
、
儘
な
ら
ぬ
日

常
を
御
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

斯
く
な
る
現
況
に
あ
っ
て
、
矢
澤
に
は

腐
心
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

来
年
７
・
８
月
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
東
京
大
会
の
開
催
で
す
。

平
成
９
年
に
、故
小
野
寺
観
洲
先
生（
元

日
本
書
道
教
育
学
会
参
与
）
よ
り
、
立
正

大
学
付
属
立
正
中
・
高
等
学
校
書
道
部
顧

問
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
小
野

寺
先
生
の
依
頼
に
よ
り
、
東
京
都
高
等
学

校
文
化
連
盟
に
出
向
し
、
当
時
書
道
部
門

事
務
局
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
翠
巌
島
田

喜
一
先
輩
（
文
39
期
・
修
士
６
期
・
博
士

８
期
）
の
御
教
導
を
戴
く
事
と
な
っ
た
の

で
す
。
爾
来
、
書
道
の
ど
素
人
で
あ
る
矢

澤
が
、
斯
く
も
永
く
こ
の
都
高
文
連
の
運

営
に
携
わ
る
と
は
、
思
っ
て
も
居
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

現
在
、
副
会
長
と
し
て
、
一
昨
年
度
の

佐
賀
大
会
、
今
年
度
の
和
歌
山
大
会
の
視

察
、
写
真
、
美
術
・
工
芸
、
茶
道
、
特
別

支
援
部
門
と
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
東
京
都

教
育
庁
合
同
企
画
会
議
、
会
場
と
な
る
東

京
都
美
術
館
・
か
つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

東
京
都
支
部

・
会
費
納
入
者
御
芳
名



10

二松學舍松苓会報 No.66 2021年10月10日

ヒ
ル
ズ
と
の
設
営
の
為
の
打
合
せ
、
来
年

１
月
の
プ
レ
大
会
及
び
本
大
会
に
於
け
る

全
国
及
び
都
選
抜
作
品
の
搬
入
・
展
示
・

搬
出
計
画
、「
江
戸
文
字
」
の
研
修
に
よ

る
全
国
の
部
門
生
徒
交
流
会
の
企
画
、
東

京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
交
流
会
の
開
催
・
収
録
と
、
老
躯

を
駆
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
昨
年
度
及
び
今
年
度
11
月
の
東
京

都
高
等
学
校
文
化
連
盟
書
道
展
を
、
感
染

対
策
を
考
慮
し
な
が
ら
開
催
・
運
営
し
、

文
化
活
動
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
高

校
生
の
発
表
の
場
を
無
く
し
て
は
な
ら
な

い
と
苦
慮
し
て
居
り
ま
す
。

東
京
都
支
部
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

も
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
こ
の
地
球
規
模
の

災
禍
を
乗
り
越
え
ら
れ
ん
事
を
祈
念
し
て

已
み
ま
せ
ん
。

・「
時
」
を
思
う�

大
山
由
美
子

・
麻
雀
に
見
る
人
生
哲
学�

星
野
優
子

・
祝　

70
号�

畠
山
幸
治

・
母
校
で
創
立
者
を
知
る
講
座
を

�

神
河
秀
春

・
五
輪�

髙
栁
幸
雄

・
二
松
の
風
景�

原
由
来
恵

・
富
士
登
山
に
学
ぶ
歴
史
と
文
化

�

高
橋
映
子

・
激
暑�

山
口
洋
子

・
日
々
、
意
欲
的
に�

荒
屋
陽
子

・
歴
史
の
重
な
り
の
中
で
「
今
」
を
生
き

る�

片
山
聖
英

・
か
な
わ
ぬ
「
孝
」�

齋
藤
祐
一

・
渋
沢
栄
一
『
論
語
と
算
盤
』
と
三
島

　

中
洲
と
の
思
想�

渡
辺
大
雄

・
自
分
と
は
何
か
を
考
え
る�

平
井　

領

支
部
総
会　
　
　

幹
事　

石
川
麻
貴

令
和
2
年
度
長
野
県
支
部
総
会
が
、
去

る
7
月
24
日（
土
）に
ホ
テ
ル
信
濃
路（
長

野
市
中
御
所
岡
田
町
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
地
域
へ
の
移
動
自
粛
要

請
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 

大
学
、

松
苓
会
等
の
ご
来
賓
の
出
席
は
お
願
い
せ

ず
、
長
野
県
内
の
会
員
（
役
員
・
幹
事
）

６
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
2
年
度
活
動
報
告
、
会

計
報
告
、
監
査
報
告
、
さ
ら
に
令
和
3
年

度
予
算
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響

は
、
長
野
県

支
部
に
お
い

て
も
、
他
県

と
同
じ
く
総

会
の
縮
小
や

文
学
散
歩
の

中
止
等
、
活

動
の
自
粛
が

続
い
て
い
ま

す
。
支
部
会

員
の
皆
様
と

長
野
県
支
部

の
貴
重
な
楽
し
い
時
間
が
持
て
な
い
こ
と

は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
支
部
長
の
清
水
先
生
（
文
42
回
）
か
ら

は
、
今
後
の
長
野
県
支
部
の
維
持
に
対
す

る
前
向
き
な
お
言
葉
や
、
顧
問
の
関
先
生

（
文
35
回
）
の
変
わ
ら
な
い
お
元
気
な
お

姿
か
ら
、
今
後
の
活
動
に
向
け
て
気
持
ち

を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

わ
ず
か
な
時
間
の
支
部
総
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
穏
や
か
な

日
常
が
戻
り
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
賑

や
か
な
懇
親
会
が
開
催
で
き
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

参
加
者

関　

保
典　
（
35
文
）　

清
水　

登（
42
文
）

大
工
原
明
人（
42
文
）　

江
村
春
彦（
57
文
）

北
野
里
美　
（
57
文
）　

石
川
麻
貴（
71
文
）

◆
支
部
報
発
行

〇
第
32
号　

令
和
3
年
7
月
8
日
発
行

・
今
後
の
支
部
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

清
水　

登

・
コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
と
り
を
た
の
し
む

�

大
工
原
明
人

・
教
育
実
習
を
終
え
て�

関
澤
凱
友

・
新
役
員
紹
介　

ご
挨
拶�

北
野
里
美

・
支
部
総
会
に
つ
い
て

・
令
和
2
年
度
活
動
報
告

・
令
和
3
年
度
活
動
計
画
（
案
）

・
令
和
2
年
度
会
計
報
告

・
令
和
3
年
度
予
算
（
案
）

・
令
和
3
年
度
大
学
入
学
試
験
結
果

ホテル信濃路にて

広
島
県
支
部

広
島
県
支
部
長
を
拝
命
し
て

支
部
長　

村
山
慶
一
郎

こ
の
度
、
松
苓

会
葊
田
会
長
名

で
、
二
松
學
舍
松

苓
会
広
島
県
支
部

長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
文
47
期
の
村
山
慶
一
郎
と
申
し
ま

す
。
ご
挨
拶
も
兼
ね
、
自
己
紹
介
を
さ
せ

て
頂
く
と
共
に
、
広
島
県
支
部
や
今
後
の

展
開
も
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
、多
く
の
同
期
や
諸
先
輩
の
如
く
、

“
教
員
”
と
い
う
道
に
進
ま
ず
、
民
間
企

業
に
就
職
し
ま
し
た
。
理
由
は
、
折
角
な

ら
学
ん
だ
中
国
語
を
活
か
し
た
い
、
も
う

一
つ
は
「
営
業
の
プ
ロ
」
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
卒
業
後
、
川
崎
製

鉄
の
物
流
部
門
（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
㈱
）
で

「
鉄
を
売
る
」
か
ら
始
ま
り
、
親
の
都
合

で
地
元
広
島
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
全
日
本

空
輸
が
推
し
進
め
る「
全
国
に
ホ
テ
ル
を
」

の
展
開
で
、
広
島
全
日
空
ホ
テ
ル
に
入
社

し
た
折
は
、
企
画
と
営
業
で
「
サ
ー
ビ
ス

と
空
間
を
売
り
」
ま
し
た
。
39
歳
の
時
に

中
途
入
社
で
採
用
さ
れ
た
、
地
元
㈱
中
国

放
送
（
全
国
的
に
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
）
で

は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
管
理
職
と
し
て

「
電
波
を
売
り
」、定
年
を
迎
え
て
か
ら
は
、

お
声
が
け
頂
い
て
い
た
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
企
業
㈱
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
で
役
員
と
し
て
自
治
体
の
再
生

エ
ネ
の
普
及
に
「
太
陽
や
光
や
電
気
を
売

り
」、
契
約
満
了
後
の
現
在
も
、
広
告
代

・
会
計
報
告

・
事
務
局
か
ら

・
編
集
後
記
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理
店
の
執
行
役
員
の
立
場
で
「
広
告
を
売

り
」、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
私
の
約
40
年
以
上
の
“
営
業
経

験
”
の
中
で
、
常
に
頭
に
あ
る
の
が
、“
二

松
學
舍
大
学
の
知
名
度
の
東
高
西
低
”
の

現
実
で
し
た
。
当
然
の
事
で
す
が
、
皆
さ

ん
は
“
ニ
シ
ョ
ウ
ガ
ク
シ
ャ
”
と
普
通
に

読
め
る
と
思
い
ま
す
。「
当
た
り
前
じ
ゃ

な
い
か
！
」
と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
は
問
屋
が
卸

し
ま
せ
ん
。
約
40
年
の
営
業
経
験
で
、
数

千
人
も
の
方
々
と
お
会
い
し
、
お
話
を
し

て
い
ま
す
。
特
に
放
送
局
の
東
京
支
社
時

代
は
、
日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

や
電
通
な
ど
の
大
手
広
告
代
理
店
の
ス
タ

ッ
フ
と
接
点
が
あ
り
ま
し
た
。
普
通
に
出

身
大
学
を
聞
か
れ
ま
す
が
、
７
割
の
人
が

二
松
學
舍
を
知
り
ま
せ
ん
。
関
西
以
西
、

地
元
広
島
は
も
っ
と
そ
の
現
象
は
ひ
ど
い

も
の
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
広
島
東
洋
カ
ー

プ
の
鈴
木
誠
也
選
手
の
お
か
げ
で
、
ニ
シ

ョ
ウ
ガ
ク
シ
ャ
を
知
っ
た
方
は
増
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
彼
の
入
団
記
者
会
見
を
前

に
し
て
中
国
放
送
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ

が
、
私
に
「
部
長
こ
れ
は
“
ニ
マ
ツ
ガ
ク

…
”、
な
ん
て
読
む
ん
で
す
か
？
」
と
真

顔
で
聞
い
て
来
ま
し
た
。
嘘
の
よ
う
で
本

当
の
話
で
す
。
以
前
学
校
説
明
会
で
、
渡

辺
学
長
と
あ
る
教
授
が
来
広
さ
れ
た
時
の

事
で
す
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
私

は
、
情
け
な
い
話
と
し
て
、
お
伝
え
し
ま

し
た
。
そ
の
教
授
は
「
そ
ん
な
事
あ
り
え

な
い
よ
」
と
、
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
で
し
た
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
事
実
の
話
で
す
。
そ

れ
程
、
ま
だ
知
名
度
は
低
い
の
で
す
。

今
で
も
、
西
エ
リ
ア
か
ら
の
受
験
生
は

ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
聞
き
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
に
特
化
し
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
の
力

に
頼
る
他
校
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

我
ら
二
松
學
舍
大
学
に
は
、
１
４
０
年
以

上
に
及
ぶ
歴
史
と
、強
い
絆
が
あ
り
ま
す
。

夏
目
漱
石
先
生
の
ル
ー
ツ
も
広
島
に
あ
り

ま
す
。
私
は
ま
だ
広
島
支
部
の
方
々
の
99

％
は
、
存
じ
あ
げ
ま
せ
ん
。
が
、
も
う
一

度
皆
さ
ん
と
原
点
に
帰
り
、
二
松
學
舍
大

学
を
更
に
強
く
熱
い
魂
に
導
く
べ
く
、
広

島
支
部
が
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
に
な
る
気
持

ち
で
頑
張
る
所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

最
後
に
、
長
き
に
渡
り
広
島
県
支
部
長

と
し
て
ご
尽
力
頂
い
た
、
平
岡
才
二
郎
先

輩
と
、
支
部
長
代
行
と
し
て
頑
張
っ
て
頂

い
た
、
金
子
徹
先
生
に
、
改
め
て
お
疲
れ

様
で
し
た
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

の
言
葉
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
謝

多
謝
！

大
学
だ
よ
り

文
学
部
に
歴
史
文
化
学
科
を
新
設

こ
れ
ま
で
本
学
文
学
部
で
は
、
日
本
の

文
学
・
文
化
の
領
域
を
中
心
と
し
た
国
文

学
科
、
中
国
及
び
東
ア
ジ
ア
の
文
学
・
思

想
・
文
化
の
領
域
を
中
心
と
し
た
中
国
文

学
科
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

の
領
域
を
中
心
と
し
た
都
市
文
化
デ
ザ
イ

ン
学
科
の
３
学
科
体
制
に
よ
る
教
育
研
究

活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

教
育
研
究
領
域
に
お
い
て
も
現
代
の
高
度

情
報
化
社
会
の
中
で
更
に
学
問
領
域
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
学
際
化
が
進
ん
で
き
て
お

り
、従
来
の
人
文
学
的
な
領
域
に
お
い
て
、

旧
来
の
教
育
課
程
を
更
に
広
げ
て
対
応
す

る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
文
学
部
で
行
っ

て
き
た
文
学
、
文
化
、
言
語
等
を
中
心
と

し
た
教
育
研
究
を
学
際
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
特
に
東
洋
の
古
典
学
に
関
す
る
教
育

研
究
成
果
の
蓄
積
の
あ
る
本
学
の
特
性
を

生
か
し
、
歴
史
文
化
に
関
す
る
新
し
い
教

育
研
究
領
域
で
の
学
科
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
歴
史
的
な
視
点
か
ら
日
本
文
化
、
東

洋
文
化
、
欧
米
文
化
に
対
す
る
広
い
知
識

と
深
い
理
解
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
を

目
指
し
、
令
和
４
年
４
月
に
新
た
に
歴
史

文
化
学
科
を
開
設
し
ま
す
。

同
学
科
で
は
、
日
本
史
を
中
心
に
、
東

西
の
歴
史
と
文
化
を
結
び
つ
け
て
、
時
間

を
軸
と
し
た
歴
史
文
化
の
教
育
研
究
を
担

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
既
存
の
文
学
部
国

文
学
科
と
中
国
文
学
科
に
よ
る
言
語
と
文

化
を
軸
と
し
た
表
現
領
域
で
の
教
育
研

究
、
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
よ
る
空

間
を
軸
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
領
域
で

の
教
育
研
究
と
密
接
な
連
携
を
取
り
な
が

ら
、「
日
本
史
」「
欧
米
・
ア
ジ
ア
史
」「
思

想
・
文
化
史
」
の
領
域
に
つ
い
て
、
教
育

研
究
を
行
う
予
定
で
す
。

具
体
的
に
は
、
従
来
か
ら
の
「
文
学
入

門
」「
漢
学
と
文
章
表
現
」
等
の
科
目
や

人
文
学
の
各
講
座
に
よ
っ
て
、
文
学
文
化

研
究
の
基
本
的
知
識
や
方
法
論
を
学
修
す

る
と
と
も
に
、「
日
本
史
概
論
」「
ア
ジ
ア

史
概
論
」「
西
洋
史
概
論
」「
歴
史
文
化
概

論
」
等
の
概
論
科
目
の
履
修
に
よ
っ
て
包

括
的
な
歴
史
学
の
知
識
を
修
得
し
、
そ
れ

ら
の
知
識
を
基
礎
と
し
て
、
個
別
の
領
域

と
し
て
、
日
本
・
ア
ジ
ア
・
欧
米
の
通
史
、

文
化
史
、
思
想
史
、
芸
能
史
等
を
さ
ら
に

学
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
史
を

中
心
と
し
て
、
東
西
の
文
化
交
流
の
な
か

で
の
歴
史
学
や
文
化
学
の
教
育
研
究
を
行

う
こ
と
を
特
色
と
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

大
学
院
に
国
際
日
本
学
研
究
科

本
学
大
学
院
は
、
こ
れ
ま
で
文
学
研
究

科
（
国
文
学
専
攻
・
中
国
学
専
攻
、
博
士

前
期
・
後
期
課
程
）
と
国
際
政
治
経
済
学

研
究
科
（
国
際
政
治
経
済
学
専
攻
、
修
士

課
程
）
の
2 

研
究
科
3 

専
攻
を
設
置
し
、

研
究
者
の
養
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
令

和
４
年
４
月
、
新
た
に
国
際
日
本
学
研
究

科
（
国
際
日
本
学
専
攻
・
修
士
課
程
）
を

開
設
し
ま
す
。

同
期
会
、
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

松
苓
会
で
は
、
同
期
会
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

の
開
催
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
同
期
会
、

ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
等
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
を
開
催
す
る
場
合
は
、
松
苓
会
本
部
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
申
請
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。
助
成
額
は
1
万
円
。

助
成
対
象
は
、
原
則
と
し
て
10
人
以
上
参

加
。
開
催
の
た
め
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、
本
学
文
学
研
究
科
で
は
、

国
文
学
及
び
中
国
学
に
関
す
る
領
域
に
つ

い
て
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
伝
統
的
な
研
究
分
野
と
は
別

に
、
現
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ

ー
を
中
心
と
し
て
、
日
本
学
、
日
本
文
化

学
、
日
本
語
学
、
比
較
文
化
学
、
都
市
文

化
学
、
情
報
文
化
論
、
メ
デ
ィ
ア
論
な
ど

を
研
究
対
象
と
し
て
希
望
す
る
外
国
人
留

学
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社

会
の
要
請
に
応
じ
、
時
代
と
と
も
に
多
様

化
す
る
日
本
の
文
学
や
文
化
を
研
究
す
る

た
め
、海
外
か
ら
見
た
現
代
日
本
の
文
化
・

表
現
を
研
究
領
域
に
含
む
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
展
開
す
る
新
た
な
研
究
科
を
開
設

す
る
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
・
学
際
化
に
伴
う
研
究
分
野
の
多
様

化
や
新
規
研
究
領
域
へ
の
対
応
等
を
目
的

に
、
ま
た
、
文
学
部
既
存
学
科
の
卒
業
者

に
、
更
に
新
た
な
領
域
に
つ
い
て
の
学
修

機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
も
国
際
日
本
学

研
究
科
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

同
研
究
科
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
を
念
頭
に
置
き
、
春
学
期
入
学
と
秋

学
期
入
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し
、

海
外
の
大
学
を
卒
業
し
た
外
国
人
留
学
生

の
円
滑
な
受
け
入
れ
に
寄
与
す
る
教
育
課

程
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
具
体
的
な
教
育
課
程
の
内
容
と

し
て
は
、
日
本
文
化
を
言
語
・
文
学
・
文

化
の
観
点
か
ら
研
究
す
る
「
文
学
・
文
化

学
領
域
」、
メ
デ
ィ
ア
と
表
現
の
観
点
か

ら
研
究
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
領
域
」、

都
市
文
化
や
社
会
の
特
性
の
観
点
か
ら
研

究
す
る
「
社
会
文
化
領
域
」
の
三
つ
の
観

点
に
よ
る
研
究
領
域
を
設
定
し
て
、
日
本

及
び
世
界
の
文
化
現
象
や
文
化
情
報
の
解

読
及
び
発
信
に
関
す
る
高
度
な
知
識
や
ス

キ
ル
を
教
授
す
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

教
育
課
程
を
通
じ
て
今
後
の
日
本
文
化
研

究
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
得
た

知
見
を
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
世
界
文
化
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

大
学
入
学
定
員
・
収
容
定
員
を
増
員

現
在
、「
地
域
に
お
け
る
大
学
の
振
興

及
び
若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
に
よ
る
若

者
の
修
学
及
び
就
業
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
よ
る
制
約
の
た
め
、
東
京

23
区
内
に
所
在
す
る
大
学
は
、
収
容
定
員

の
増
加
を
伴
う
組
織
改
編
等
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
法
の
特
定

地
域
内
学
部
収
容
定
員
の
抑
制
に
係
る
除

外
規
定
に
よ
り
、
東
京
23
区
内
で
あ
っ
て

も
外
国
人
留
学
生
に
限
定
し
た
収
容
定
員

の
増
加
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
、
本
学
で
は

文
学
部
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
新
た

に
外
国
人
留
学
生
に
限
定
し
た
編
入
学
定

員
（
３
年
次
編
入
）
を
設
け
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
年
次
進
行
で
収
容
定
員
の
増
加

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
収
容
定
員
は
文
学
部
が

１
、７
６
０
人
（
入
学
定
員
４
４
０
人
）、

国
際
政
治
経
済
学
部
が
９
６
０
人
（
入
学

定
員
２
４
０
人
）、
合
計
２
、７
２
０
人

（
入
学
定
員
６
８
０
人
）
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
同
編
入
学
定
員
30
人
（
３
年
次
）
を

設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
完
成
年
度
を
迎
え

る
２
０
２
３
年
度
に
は
収
容
定
員
が
60
人

増
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
２
、７
２
０

人
だ
っ
た
収
容
定
員
は
２
、７
８
０
人
に

増
員
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
文
学
部

歴
史
文
化
学
科
の
開
設
と
併
せ
、
こ
の
編

入
学
定
員
の
新
設
に
よ
る
収
容
定
員
等
の

詳
細
は
、
次
表
の
と
お
り
。

現行 新

学 部 学 科 入学定員 収容定員 入学定員 編入学定員
（３年次編入） 収容定員

文 学 部

国文学科 300人 1,200人 240人 ― 960人

中国文学科  　90人   360人 90人 ― 360人

都市文化デザイン学科  　50人  200人 50人 30人 260人

歴史文化学科 ― ― 60人 ― 240人

計 440人 1,760人 440人 30人 1,820人

国際政治
経済学部

国際政治経済学科 160人   640人 160人 ― 640人

国際経営学科  　80人  320人 80人 ― 320人

計 240人 　960人 240人 ― 960人

合　　計 680人 2,720人 680人 30人 2,780人

《入学定員・収容定員》

※�都市文化デザイン学科の３年次編入学定員は、特定地域内学部収容定員の増加に係る外国人留
学生に限定した特別枠となります。
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『「
論
語
と
算
盤
」
渋
沢
栄
一
と
二
松
学
舎

　
　
　
　
〜
山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
か
ら
渋
沢
栄
一
へ
の
陽
明
学
の
流
れ
』

学
校
法
人
二
松
学
舎 

編
（
朝
日
新
聞
出
版
）

渋
沢
栄
一
の
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
と
三
島
中
洲
の
「
義
利
合
一
論
」
は
同
根
の

思
想
で
あ
り
、『
論
語
と
算
盤
』
に
結
実
し
た
。
よ
り
よ
い
明
日
を
望
む
全
て
の

人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
。【
渋
沢
栄
一
五
代
目
子
孫
・
渋
澤
健
氏
、
推
薦
！
】

来
年
迎
え
る
創
立
１
４
５
周
年
の
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
学
校
法
人
二
松
学

舎
が
編
集
し
た
書
籍
『「
論
語
と
算
盤
」

渋
沢
栄
一
と
二
松
学
舎
〜
山
田
方
谷
・
三

島
中
洲
か
ら
渋
沢
栄
一
へ
の
陽
明
学
の
流

れ
』
が
２
０
２
１
年
６
月
30
日
に
朝
日
新

聞
出
版
よ
り
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

夏
目
漱
石
や
嘉
納
治
五
郎
、
犬
養
毅
ら

が
学
ん
だ
「
漢
学
塾
二
松
学
舎
」。
漢
学

者
で
あ
り
法
律
家
で
あ
っ
た
創
立
者
の
三

島
中
洲
が
そ
の
後
を
託
し
た
の
は
、
古
く

か
ら
親
交
が
あ
り
、
同
じ
思
想
を
持
つ
実

業
家
の
渋
沢
栄
一
で
し
た
。
大
正
８
年
に

第
３
代
舎
長
と
な
っ
た
渋
沢
は
、
二
松
学

舎
専
門
学
校
の
設
立
を
実
現
。
ま
た
、
二

松
学
舎
出
版
部
か
ら
『
論
語
講
義
』
を
発

行
す
る
な
ど
経
営
と
学
術
の
両
面
で
二
松

学
舎
を
支
え
ま
し
た
。

本
書
は
、
中
洲
の
師
で
あ
る
幕
末
の
陽

明
学
者
・
山
田
方
谷
を
嚆こ

う
　
し矢
と
し
て
中
洲

と
渋
沢
を
結
ん
だ
陽
明
学
の
系
譜
、
ま
た

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

教
育
者
と
し
て
の
渋
沢
の
姿
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
本
学
と
渋
沢
の
関
係
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
目
次

刊
行
に
寄
せ
て
／
プ
ロ
ロ
ー
グ
『
論
語
と

算
盤
』
の
絵
と
由
来　

第
１
章　

山
田
方
谷 

―
― 

幕
末
の
大
改

革
者

（
１
）山
田
方
谷
と
は（
２
）山
田
方
谷
の
改
革（
３
）

山
田
方
谷
の
改
革
の
評
価
（
４
）
幕
府
瓦
解
と
備

中
松
山
藩

第
２
章　

三
島
中
洲 
―
― 

教
育
者
・
漢

学
塾
二
松
学
舎
の
創
設
者

（
１
）
明
治
維
新
以
前
（
２
）
裁
判
官
・
法
学
者
と

し
て
の
三
島
中
洲
（
３
）
二
松
学
舎
の
創
設
（
４
）

二
松
学
舎
創
設
期
の
門
人

第
３
章　

渋
沢
栄
一
―
― 

資
本
主
義
の

父
は
「
社
会
福
祉
事
業
の
父
」
で
も
あ
っ

た（１
）
富
農
階
級
出
身
の
渋
沢
栄
一
（
２
）
一
橋
家

と
の
関
わ
り
（
３
）
官
吏
と
し
て
資
本
主
義
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
（
４
）
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
誕

生
（
５
）
社
会
福
祉
事
業
活
動
家
と
し
て
の
信
念

第
４
章　

山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
・
渋
沢

栄
一
の
思
想 

―
― 

陽
明
学
の
系
譜

（
１
）
山
田
方
谷
と
陽
明
学
（
２
）
三
島
中
洲
と
渋

沢
栄
一
の
邂
逅
（
３
）
三
島
中
洲
の
「
義
利
合
一
論
」

と
渋
沢
栄
一
の
「
道
徳
経
済
合
一
説
」（
４
）
利
益

追
求
と
道
徳
律
の
両
立
（
５
）
西
欧
で
は
ど
う
考

え
ら
れ
て
き
た
の
か
（
６
）「
道
徳
経
済
合
一
説
」

と
「
義
利
合
一
論
」
の
現
代
的
意
義

第
５
章　

山
田
方
谷
、
三
島
中
洲
、
渋
沢

栄
一
―
― 

三
人
の
絆

（
１
）
山
田
方
谷
・
三
島
中
洲
の
故
郷
岡
山
県
と
二

松
学
舎
と
の
絆
（
２
）
渋
沢
栄
一
恩
顧
の
大
学
の

つ
な
が
り

エ
ピ
ロ
ー
グ　

漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
・
渋

沢
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
つ
な
が
り
／
結
び
に

　�

定
価
／
１
２
１
０
円
（
税
込
）

第
３
回

卒
業
生
採
用
担
当
者
研
究
交
流
会
開
催

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
昨
年
か

ら
卒
業
生
採
用
担
当
者
研
究
交
流
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
採
用
担
当
業
務
に
携
わ

っ
て
い
る
卒
業
生
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
本
学
の
就
職
支
援
の
取
り
組
み
や

学
生
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た

り
、
新
卒
採
用
に
つ
い
て
合
同
で
研
究
し

研
鑽
を
図
っ
た
り
、
ま
た
、
こ
の
会
を
き

っ
か
け
に
卒
業
期
を
超
え
た
卒
業
生
相
互

の
交
流
の
機
会
が
図
ら
れ
れ
ば
と
の
思
い

か
ら
の
企
画
で
す
。

6
月
に
第
3
回
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
し
た
。
８
名
の
卒
業
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
11
月
に
も
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
採
用
も
複
雑
化
の

傾
向
で
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
制
度
や
リ
フ
ァ

ラ
ル
採
用
を
用
い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま

す
。
卒
業
生
で
採
用
業
務
に
関
わ
っ
て
い

る
方
は
遠
慮
な
く
ご
連
絡
、
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

卒
業
生
と
学
生
と
の
接
点
づ
く
り
な

ど
、
社
会
と
学
校
を
結
ぶ
『
ハ
ブ
』
と
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
機
能
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ま
か

ら
も
「
学
生
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
な
い

だ
ろ
う

か
」「
こ

ん
な
こ

と
を
提

供
し
た

い
の
だ

が
」
と

い
う
提

案
が
あ

り
ま
し

た
ら
、

ご
連
絡

く
だ
さ

い
。

本
学
創
立
１
４
５
周
年
記
念
事
業
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学
生
募
集
の
激
動
期
を
振
り
返
っ
て

西
園
隆
士
（
59
文
）

平
成
は
31
年
ま
で
数
え
て
幕
を
お
ろ
し

た
。
64
年
ま
で
数
え
た
昭
和
時
代
に
比
べ

れ
ば
そ
の
半
分
に
も
満
た
な
い
年
数
で
あ

る
が
、
平
成
は
本
学
の
学
生
募
集
に
関
し

て
は
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
平
成
３
年
３
月
に
本
学
文
学
部
を

卒
業
し
、同
年
４
月
に
本
学
に
就
職
し
た
。

奇
し
く
も
、
平
成
３
年
度
は
国
際
政
治
経

済
学
部
の
開
設
年
度
で
あ
り
、
文
学
部
と

の
二
学
部
体
制
と
な
っ
た
初
年
度
で
も
あ

る
。
当
時
は
、
バ
ブ
ル
景
気
の
崩
壊
直
後

で
あ
っ
た
が
、
未
だ
好
景
気
の
雰
囲
気
は

残
り
、
入
学
試
験
の
志
願
者
数
も
過
去
最

大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の
高
等
教
育

全
体
の
状
況
と
し
て
は
、
大
学
設
置
基
準

の
大
綱
化
や
学
位
制
度
の
大
き
な
変
更
と

な
る
学
位
規
則
の
改
正
等
が
行
わ
れ
た
年

で
も
あ
り
、
日
本
の
大
学
全
体
が
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
、
私
が
最
初

に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
沼
南
校
舎
（
現
柏

校
舎
）の
教
務
第
二
課
で
あ
る
。
当
時
は
、

学
生
募
集
に
特
化
し
た
業
務
を
行
う
部
署

は
な
く
、
教
務
課
が
入
学
試
験
や
学
生
募

集
広
報
等
を
担
当
し
て
お
り
、
千
代
田
校

舎
（
現
九
段
校
舎
）
の
教
務
第
一
課
が
文

学
部
の
、
沼
南
校
舎
の
教
務
第
二
課
が
国

際
政
治
経
済
学
部
の
入
試
業
務
を
担
当
し

て
い
た
。
勤
務
１
年
目
と
な
る
平
成
３
年

度
は
、
私
は
主
に
教
務
関
係
業
務
の
補
助

業
務
に
当
た
っ
て
お
り
雑
多
な
事
務
を
担

当
し
て
い
た
が
、
平
成
４
年
度
か
ら
国
際

政
治
経
済
学
部
の
入
試
業
務
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
以
降
の
19
年
間
、
私
は

本
学
の
入
学
試
験
を
は
じ
め
と
す
る
学
生

募
集
関
係
業
務
に
携
わ
る
こ
と
と
な
る
。

平
成
５
年
度
入
試
で
は
、
本
学
で
過
去

最
高
の
志
願
者
数
と
な
る
両
学
部
合
計
で

８
千
人
を
超
え
る
志
願
者
を
集
め
た
。
そ

の
後
、
志
願
者
数
は
徐
々
に
減
り
始
め
は

し
た
が
、
ま
だ
安
定
的
に
志
願
者
を
確
保

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
入
試
や
広
報

に
特
化
し
た
業
務
を
扱
う
部
署
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
、
平
成
８
年
度
に
は
千
代
田

校
舎
に
入
試
広
報
室
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
私
は
５
年
間
勤
務
し
た
沼
南

か
ら
千
代
田
の
入
試
広
報
室
に
異
動
と
な

っ
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
、
入
試
改
革
や
学

生
募
集
活
動
の
多
様
化
が
始
ま
り
、
激
動

の
時
期
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

平
成
８
年
度
以
降
は
急
激
に
志
願
者
が

減
少
し
続
け
、
平
成
13
年
度
入
試
で
は
、

平
成
最
低
の
志
願
者
数
と
な
る
ま
で
減
少

し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
諸
々
の
施
策
を
講

じ
て
お
り
、
入
試
制
度
の
多
様
化
に
よ
る

一
般
入
試
の
複
数
回
実
施
や
Ａ
Ｏ
入
試
の

実
施
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
導
入
、

卒
業
生
と
の
連
携
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
地

方
で
の
大
学
説
明
会
の
実
施
等
々
、
学
生

募
集
に
奔
走
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
間
、

所
属
部
署
が
入
試
課
に
改
編
さ
れ
て
以
降

は
、
学
生
募
集
や
入
試
業
務
は
い
よ
い
よ

激
務
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
と
な
っ

て
き
た
。
平
成
16
年
度
に
は
新
校
舎
と
な

る
現
九
段
校
舎
が
竣
工
し
、
そ
れ
ま
で
の

諸
々
の
施
策
が
奏
功
し
て
か
、
こ
の
頃
か

ら
志
願
者
数
も
増
加
に
転
じ
て
き
た
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
、
１
・
２
年
次
の
二
年
間

を
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
３
・４
年
次
の
二
年

間
を
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
体
制
を
と

っ
て
い
た
が
、
平
成
23
年
か
ら
は
四
年
間

を
通
し
て
都
心
の
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ぶ
体
制
を
整
え
た
。
以
降
、
継
続
的
な
入

試
改
革
や
地
方
試
験
会
場
の
設
定
、
様
々

な
ツ
ー
ル
に
よ
る
学
生
募
集
広
報
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
志
願
者
数
も
徐
々
に
増
加

し
て
き
て
お
り
、
現
在
ま
で
安
定
的
に
志

願
者
・
入
学
者
を
確
保
し
て
き
て
い
る
。

志
願
者
数
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
激
減
期
の

両
極
端
な
状
況
の
中
で
学
生
募
集
業
務
を

経
験
し
て
き
た
が
、
特
に
心
に
残
る
も
の

は
、大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
導
入
と
、

学
生
募
集
や
卒
業
生
と
の
連
携
を
目
的
と

し
て
実
施
し
た
地
方
で
の
大
学
説
明
会
の

実
施
で
あ
る
。

本
学
で
は
平
成
12
年
度
入
試
か
ら
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
導
入
し
た
。
全
国

の
大
学
で
統
一
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で

も
あ
り
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供

さ
れ
る
資
料
を
何
度
と
な
く
読
み
返
し
な

が
ら
、
本
学
で
円
滑
に
セ
ン
タ
ー
試
験
を

実
施
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
た
時
期

や
苦
労
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

当
時
、
国
際
政
治
経
済
学
部
入
試
委
員
長

だ
っ
た
圡
屋
茂
先
生
や
、小
林
公
雄
部
長
、

髙
栁
幸
雄
課
長
、
そ
し
て
私
の
４
人
で
、

頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
準
備
に
当
た
っ
て
い

た
頃
が
懐
か
し
い
。
セ
ン
タ
ー
試
験
に
関

し
て
は
苦
い
経
験
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

が
、
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
も
良
い
経
験
で

あ
り
、忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
も
あ
る
。

地
方
で
の
大
学
説
明
会
は
、
毎
年
度
の

計
画
の
中
で
実
施
地
域
を
定
め
、
現
地
の

受
験
生
や
保
護
者
、
高
校
教
員
等
を
対
象

と
し
て
行
う
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
介
し
て
、

本
学
卒
業
生
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
も
重

要
な
目
的
と
な
る
。
説
明
会
の
実
施
に
際

し
て
は
、
学
長
、
副

学
長
、
学
部
長
、
入

試
委
員
長
、
学
務
局

長
等
の
教
員
や
事
務

の
部
課
長
、
担
当
者

等
が
手
分
け
し
て
出

張
し
、
各
地
域
の
受

験
生
等
に
対
応
し
た
。

現
地
で
の
説
明
会

が
終
わ
る
と
、
説
明

会
に
参
加
し
て
く
れ
た
卒
業
生
教
員
や
、

現
地
松
苓
会
支
部
か
ら
来
て
く
れ
た
卒
業

生
と
大
学
教
職
員
と
の
懇
親
会
も
催
さ
れ

た
。
そ
こ
で
は
飲
食
も
伴
い
な
が
ら
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
を
す
る
こ
と
で
、
卒
業
生

の
母
校
に
対
す
る
率
直
な
意
見
や
強
い
想

い
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
強
い
口
調
の

厳
し
い
意
見
や
叱
咤
激
励
、
在
学
当
時
の

思
い
出
話
な
ど
も
含
め
た
、
こ
う
し
た
直

接
的
な
や
り
取
り
が
、
大
学
と
卒
業
生
と

の
連
携
強
化
に
寄
与
し
て
い
た
も
の
と
思

い
返
す
。
こ
う
し
た
場
で
一
様
に
感
じ
た

こ
と
は
、
卒
業
生
の
母
校
愛
の
深
さ
や
二

松
学
舎
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
う
気

持
ち
の
強
さ
で
あ
る
。
今
で
も
私
が
本
学

で
仕
事
に
向
き
合
う
上
で
の
糧
と
な
っ
て

い
る
。�

《
大
学
改
革
推
進
部
長
》 大学説明会後の懇親会・鹿児島市（平成 28年）
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吉
野
惠
津
子
さ
ん
（
37
文
）

「
瑞
宝
双
光
章
」
受
章

令
和
3
年
春
の

叙
勲
に
お
い
て
、

昭
和
44
年
3
月
卒

業
の
吉
野
惠
津
子

さ
ん
が
行
政
相
談

功
労
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

吉
野
さ
ん
に
受
章
対
象
の「
行
政
相
談
」

に
つ
い
て
ご
執
筆
頂
き
ま
し
た
。

叙
勲
の
栄
に
浴
し
て吉

野
惠
津
子
（
37
文
）

こ
の
度
令
和
３
年
春
の
叙
勲
に
お
き
ま

し
て
行
政
相
談
委
員
功
労
に
よ
り
「
瑞
寶

双
光
章
」
を
拝
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
お
支
え
く
だ
さ
る
み
な
さ

ま
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
42
年
家
庭
の
事
情
で
学
生
結
婚
、

新
幹
線
通
学
、
44
年
８
ヶ
月
の
身
重
で
卒

業
、
そ
の
後
、
専
業
主
婦
と
し
て
幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
15
年
（
全
日
Ｐ
文
部
省
「
北

米
教
育
事
情
視
察
団
」
団
長
で
渡
米
）。

終
了
後
、
静
大
で
日
本
語
教
授
法
を
学
び

「
清
水
日
本
語
交
流
の
会
」
を
設
立
・
同

年
44
歳
の
折
、
総
務
庁
（
省
）
行
政
相
談

委
員
に
市
長
推
薦
で
拝
命
30
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
「
市
民
と
行
政
の
架

け
橋
」
苦
情
要
望
の
申
し
出
を
傾
聴
し
関

係
各
所
と
の
調
整
を
し
ま
す
。
内
容
は
役

所
の
対
応
・
福
祉
の
問
題
・
道
路
行
政
等
々

卒
業
生
だ
よ
り

で
す
。
手
順
は
①
相
談
を
受
け
る
②
現
地

確
認
③
担
当
窓
口
で
説
明
・
処
理
を
要
請

④
関
係
部
署
の
回
答
を
申
出
人
に
報
告
す

る
こ
と
で
す
。ま
た
委
員
法
第
四
条
で「
委

員
意
見
」
を
提
出
で
き
ま
す
。
留
学
中
の

長
男
か
ら
「
途
上
国
の
留
学
生
が
国
政
選

挙
に
参
加
、
大
使
館
で
投
票
で
き
る
の
に

日
本
人
は
な
ぜ
で
き
な
い
か
」
と
の
指
摘

が
あ
り
意
見
と
し
て
提
出
、「
在
外
選
挙

制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
外

国
人
就
労
者
の
増
加
と
と
も
に
「
社
会
保

険
事
務
所
に
英
語
表
記
が
な
い
の
は
不

便
」
と
の
声
が
あ
り
、
申
し
出
を
し
、
英

語
の
案
内
表
記
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
拝
謁
の
儀
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
中

平
真
局
長
様
と
共
に
静
岡
市
長
田
辺
信
宏

様
を
表
敬
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
夫
も
以
前
「
瑞
寶
小
綬
章
」
を
賜
り
、

冥
土
へ
の
土
産
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
松
苓
会
様
よ
り
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
の
立
派
な
花
束
を
頂
戴
し
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

葊
田
会
長
様
、
神
津
先
生
に
は
同
窓
会

で
た
び
た
び
お
目
に
か
か
り
、
博
識
、
見

識
に
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。

叙
勲
受
賞
に
よ
り
会
か
ら
の
お
心
遣
い

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
松
苓
会
の
ご
発

展
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

志
賀　

泉
さ
ん
（
51
文
）

『
百
年
の
孤
舟
』
刊
行

太
宰
治
賞
作
家
の
志
賀
泉
さ
ん
が
本
年

3
月
短
編
集
『
百
年
の
孤
舟
』（
発
行
：

斎
藤
浩
司
さ
ん
（
53
文
）

日
本
経
済
新
聞
に
寄
稿

昭
和
60
年
3
月
卒
業
の
斎
藤
浩
司
さ

ん
が
、
令
和
3
年
6
月
29
日
（
火
）
付

『
日
本
経
済
新
聞
』
教
育
面Future　

of 
education

に
「
不
登
校
対
策
に
デ
ジ
タ

ル
活
用
」
を
寄
稿
・
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
不
登
校
や
登
校
で
き
て
も
教
室
に
入

れ
な
い
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
に
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

会
員
か
ら
の
便
り

江
戸
の
黄
檗
僧
了
翁
道
覚
の
こ
と

高
橋
三
男
（
34
文
）

秋
田
県
立
高

校
に
38
年
間
勤

務
し
て
後
、
退
職

と
同
時
渡
中
し

て
河
北
大
学
日

本
語
学
院
に
赴
任
し
、「
日
本
古
典
」
を

中
心
に
２
年
間
、
教
鞭
を
執
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
18
年
８
月
帰
国
し
て
す
ぐ
に
、
出

羽
湯
沢
生
ま
れ
の
黄
檗
僧
了
翁
道
覚
の
没

後
３
０
０
年
法
要
を
期
し
て
、
湯
沢
市
に

よ
る
冊
子
編
集
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

漢
籍
『
天
真
了
翁
禅
師
紀
年
録
』
の
漢
文

読
み
下
し
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と
に
始
ま

り
、
以
来
了
翁
禅
師
の
考
察
・
研
究
を
深

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
了
翁
禅
師
研

究
会
に
入
り
、
事
務
局
も
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、
昨
秋
に
は
、『
名
僧
了
翁
さ
ん

―
そ
の
人
と
業
績
―
』
を
編
集
し
、
上
梓

に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

了
翁
禅
師
は
、
14
歳
の
時
最
初
の
巡
歴

地
平
泉
中
尊
寺
で
藤
原
三
代
以
来
の
『
紺

紙
金
銀
交
書
一
切
経
』の
散
逸
に
嘆
息
し
、

寺
宝
収
集
を
終
生
の
大
願
と
し
て
立
て
ま

す
。
以
後
、
全
国
を
行
脚
し
て
、
隠
元
禅

師
の
長
崎
渡
航
に
も
参
禅
し
修
行
を
重
ね

荒
蝦
夷　

１
８
０
０
円
〈
税
別
〉）
を
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。

収
録
作
品
は
、
百
年
の
孤
舟
／
い
か
り

の
に
が
さ
／
花
火
な
ん
か
見
も
し
な
か
っ

た
／
こ
の
か
ら
だ
微
塵
に
散
ら
ば
れ
。

「
あ
と
が
き
」
に
「
本
書
を
、
震
災
関

連
死
・
関
連
自
殺
を
含
む
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
の
魂
に
捧
げ
ま
す
」
と
あ
る
。

志
賀
さ
ん
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
小
高

出
身
。
２
０
０
４
年
『
指
の
音
楽
』（
筑

摩
書
房
）
で
第
20
回
太
宰
治
賞
を
受
賞
。

２
０
１
４
年
、
原
発
事
故
を
題
材
に
上
梓

し
た
小
説
『
無
情
の
神
が
舞
い
降
り
る
』

（
筑
摩
書
房
）
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
イ
タ
リ

ア
語
に
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
3

月
二
松
學
舍
大
学
文
学
部
卒
。

る
。校
内
に
教
室
以
外
の
居
場
所
を
設
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
で
学
べ
る
よ
う
に
し
た

横
浜
市
立
鴨
居
中
学
校
の
斎
藤
浩
司
校
長

に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
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ま
す
が
、
大
願
実
現
に
は
ほ
ど
遠
く
、
32

歳
の
時
修
行
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て
自
ら

勢
を
断
ち
、
さ
ら
に
は
砕
指
・
指
灯
の
荒

行
も
断
行
し
ま
す
。
そ
し
て
激
痛
を
伴
う

後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
中
、
夢
に
現
れ
た

長
崎
崇
福
寺
ゆ
か
り
の
明
僧
如
定
和
尚
の

教
示
で
、
薬
を
処
方
し
施
薬
し
た
と
こ
ろ

痛
み
も
和
ら
ぎ
治
癒
し
ま
す
。｢

錦
袋
圓｣

と
命
名
さ
れ
た
そ
の
薬
は
、
江
戸
府
中
で

霊
薬
の
評
判
を
と
り
、
上
野
池
之
端
に
薬

舗｢

勧
学
屋｣

を
構
え
巨
万
の
富
を
得
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

41
歳
の
時
、
上
野
寛
永
寺
に
経
堂
と
大

蔵
経
を
寄
進
し
、
少
年
時
代
か
ら
の
宿
願

を
果
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
全
国
行
脚
で
目

に
し
た
饑
餓
や
病
貧
苦
に
あ
え
ぐ
人
々
の

姿
や
檀
家
制
度
で
停
滞
し
た
寺
々
の
現
状

を
鑑
み
、｢

大
願｣

を
な
お
一
層
発
展
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

寛
永
寺
境
内
に
身
分
の
別
な
く
受
講
料

な
し
で
門
戸
を
開
放
し
た
学
問
所｢

勧
学

講
院｣

を
開
設
し
、
仏
典
和
漢
の
万
巻
の

書
も
閲
覧
に
供
し
、
日
本
初
の
公
開
図
書

館
と
も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
密
禅
の
三

宗
の
学
問
寺
二
十
一
寺
に
大
蔵
経
と
経
堂

を
寄
進
し
、
度
重
な
る
江
戸
大
火
で
の
窮

民
・
孤
児
救
済
に
奔
走
。
水
田
干
拓
な
ど

社
会
事
業
に
も
心
を
傾
け
て
実
践
し
、
巨

万
の
富
を
手
中
に
し
な
が
ら
、
私
事
に
は

一
切
用
い
ず
に ｢

菩
薩
道｣

に
徹
し
、
77

歳
で
示
寂
し
た
時
の
私
物
は
、
普
段
着
の

法
衣
と
竹
篦
だ
け
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
江
戸
時
代
に
は

多
く
の
川
柳
に
詠
ま
れ
、
江
戸
名
所
図
絵

や
諸
番
付
・『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
日

上
毛
か
る
た
「
つ
る
舞
う
形
の
群
馬

県
」
に
魅
せ
ら
れ
て吉

野
昇
之
助
（
47
文
）

私
は
昭
和
50

年
、
二
松
學
舍
大

學
に
入
学
し
た
。

当
時
の
学
長
は

浦
野
匡
彦
先
生

で
あ
っ
た
。
浦
野
先
生
は
群
馬
県
出
身
で

あ
り
、
上
毛
か
る
た
の
編
纂
者
で
も
あ
っ

た
。
私
は
小
学
校
当
時
か
ら
、
こ
の
上
毛

か
る
た
に
親
し
み
暗
唱
す
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
浦
野
先
生
と
は
そ
の
後
、
群
馬
県
の

松
苓
会
で
何
度
か
お
会
い
す
る
機
会
を
得

た
。
残
念
な
が
ら
、
私
は
群
馬
県
の
教
員

に
は
な
れ
な
か
っ
た
が
、
埼
玉
県
の
教
員

と
し
て
37
年
間
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
た
。

過
日
、「
上
毛
か
る
た
」
に
つ
い
て
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
放
映
し
た
の
を
見
る
機
会
が
あ
っ

た
。
私
の
好
き
な
『
つ
る
舞
う
形
の
群
馬

県
』
に
纏
わ
る
逸
話
な
ど
を
生
み
の
親
で

あ
る
浦
野
先
生
の
言
葉
を
通
し
て
紹
介
し

て
い
た
。
将
来
を
担
う
子
供
達
に
教
科
書

に
代
わ
る
も
の
と
し
て
遊
び
の
中
か
ら
学

べ
る
も
の
は
な
い
か
と
考
え
た
先
生
は
、

上
州
の
地
理
や
歴
史
を
読
み
込
ん
だ
か
る

た
を
作
れ
ば
、
遊
技
に
も
教
育
に
も
、
そ

し
て
何
よ
り
子
供
達
が
夢
を
持
て
る
と
考

え
、
読
み
札
を
県
民
か
ら
公
募
す
る
と
い

う
画
期
的
な
方
法
で
「
上
毛
か
る
た
」
を

誕
生
さ
せ
た
。
先
生
の
「
智
あ
る
も
の
は

智
を
、
財
あ
る
も
の
は
財
を
、
力
あ
る
も

の
は
力
を
」
と
い
う
言
葉
に
は
感
銘
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
上
毛
か
る
た
に
は
、
44

枚
の
読
み
札
が
あ
る
が
、私
の
心
に
は「
つ

る
が
舞
う
形
の
群
馬
県
」
が
刺
さ
っ
た
ま

ま
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
群
馬
の
片
田
舎
の

狭
い
世
界
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
鶴
の
翼

に
乗
っ
て
大
空
を
飛
び
回
る
夢
を
見
て
い

た
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
私
に
限
り
な
い

可
能
性
を
育
ん
で
く
れ
た
の
だ
っ
た
。

教
育
者
と
な
り
教
壇
に
立
っ
た
私
は
子

供
達
の
将
来
に
対
す
る
夢
と
限
り
な
い
可

能
性
を
背
負
い
大
き
な
鶴
と
な
っ
て
大
空

を
飛
ん
で
い
た
の
だ
と
思
う
。
背
に
は
目

を
輝
か
せ
た
子
供
達
を
乗
せ
て
い
た
の

だ
。
群
馬
の
片
田
舎
の
少
年
が
、
今
こ
う

し
て
教
育
者
と
な
れ
た
の
も
浦
野
先
生
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。
今
、
定
年
し
恩
返
し
の
つ
も
り
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
教
育
に
携
わ
っ
て
い

る
。
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
二
松
學
舍
大
學

の
教
え
が
頭
を
過
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
猛

威
の
中
で
は
あ
る
が
、
今
少
し
の
時
間
、

浦
野
先
生
が
目
指
し
た
「
し
な
や
か
で
豊

か
な
人
間
力
」
の
育
成
に
携
わ
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

（
ジ
オ
な
ま
ち
な
が
の
は
ら
「
上
毛
か
る
た
と

浦
野
匡
彦
」
を
参
照
。）

〈
編
集
部
注
〉

吉
野
さ
ん
か
ら
「
春
日
部
市
立
緑
中
学

校
の
勤
務
を
最
後
に
退
職
し
、
第
二
の
人

生
を
埼
玉
県
警
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
、
教
育
ボ
ラ

坂
宿
に
ま
で
登
場
し
た
「
錦
袋
圓
」「
勧

学
屋
」
は
、
明
治
以
降
は
歴
史
の
編
み
目

か
ら
洩
れ
、「
了
翁
道
覚
」
の
名
も
忘
れ

ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。            

了
翁
禅
師
の
直
接
の
師
高
泉
禅
師
に
つ

い
て
、
夏
目
漱
石
は
『
道
草
』
の
主
人
公

余
に
「
平
生
か
ら
、
黄
檗
の
高
泉
和
尚
の

筆
致
を
愛
し
て
い
る
。」
と
語
ら
せ
て
い

ま
す
。   

了
翁
禅
師
は
、
そ
の
高
泉
禅
師
よ
り
印

可
を
受
け
、
法
を
継
ぎ
ま
す
。
寛
永
寺
本

堂
右
脇
に
、
了
翁
禅
師
の
寿
像
と
高
泉
禅

師
の
撰
に
よ
る
「
武
州
東
叡
山
勧
学
講
院

了
翁
僧
都
道
行
碑
記
」
が
あ
り
、
了
翁
禅

師
の
来
歴
と
業
績
が
記
さ
れ
て
お
り
、
東

京
都
指
定
旧
跡
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
刊
行
本
『
名
僧
了
翁
さ
ん
―

そ
の
人
と
業
績
―
』
は
、
巨
万
の
富
を
手

に
し
な
が
ら
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
」

に
徹
し
て
生
き
た
、
了
翁
禅
師
の
存
在
と

生
き
方
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
に
呻
吟
す
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
意
義
は
大
き
い
と
確
信
す
る
も
の
で

す
。

〈
編
集
部
注
〉

高
橋
三
男
氏　

元
松
苓
会
秋
田
県
支
部

長
。
了
翁
禅
師
研
究
会
事
務
局
長
。
高
橋

さ
ん
か
ら
は
、
了
翁
禅
師
顕
彰
で
「
松
苓

会
人
材
バ
ン
ク
」に
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
松
苓
会
本
部
事

務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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役
員
就
任
の
ご
挨
拶

三
好
行
雄
（
53
文
）

文
学
部
国
文
学

科
53
期
卒
業
・
文

学
研
究
科
修
士
課

程
32
回
修
了
の
三

好
行
雄
と
申
し
ま

す
。
埼
玉
県
草
加
市
在
住
で
す
。
大
学
卒

業
後
は
都
内
の
私
立
女
子
中
高
に
就
職
し

ま
し
た
。
実
家
は
転
勤
族
で
、
こ
れ
ま
で

13
回
引
越
し
、
高
校
途
中
（
茨
城
）
か
ら

大
学
３
年
ま
で
は
一
人
暮
ら
し
で
し
た
。

女
子
学
生
寮
を
営
ん
で
い
る
大
家
さ
ん
の

ひ
と
間
を
、
高
校
の
先
生
の
ご
協
力
で
特

別
に
お
借
り
し
て
、
上
京
の
夢
を
抱
き
な

が
ら
受
験
に
取
り
組
み
、
何
と
か
二
松
に

合
格
い
た
し
ま
し
た
。
女
子
校
で
は
、
担

任
や
ク
ラ
ブ
顧
問
の
他
、
入
試
委
員
と
し

て
毎
日
の
よ
う
に
小
中
や
塾
を
巡
回
す
る

日
々
で
し
た
。
そ
の
後
理
事
長
の
ご
配
慮

で
、
慶
応
義
塾
大
学
に
通
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
併
設
の
短
大
の
専
任
講
師
へ
の
命
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
大
で
は
幼
児
教
育

学
科
で
幼
児
言
語
を
主
に
教
え
る
こ
と

に
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
も
理
事
長
の
命
で

大
学
院
を
受
け
、
再
び
二
松
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
院
で
は
望
月
郁
子
先
生
に

主
査
、
青
山
忠
一
先
生
に
副
査
を
ご
担
当

い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
大
に
は
移
っ
て
か

ら
数
年
後
、
併
設
の
四
年
制
大
学
も
出

来
、
そ
ち
ら
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
兼
任
講
師
と
し
て
、
日
本
語
文

法
等
を
日
本
人
学
生
の
み
な
ら
ず
、
外
国

人
留
学
生
に
も
教
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
特
に
中
国
人
留
学
生
に
謙
譲
語
を
教

え
る
方
法
に
悩
み
、
今
度
は
自
ら
の
意
思

で
立
教
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

博
士
課
程
（
前
期
）
に
入
学
し
、
ポ
ラ
イ

ト
ネ
ス
の
研
究
に
専
念
し
ま
し
た
。（
ち

な
み
に
立
教
は
勿
論
で
す
が
、
二
松
の
院

も
学
費
は
自
腹
で
し
た
。）
結
婚
相
手
は

女
子
校
教
師
時
代
の
元
同
僚
（
音
楽
担

当
）
で
す
。
大
学
時
代
、
ゼ
ミ
や
国
語
教

育
研
究
会
顧
問
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
鳩

貝
久
延
先
生
に
仲
人
も
務
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
在
娘
は
社
会
人
２
年
目
、
息

子
は
早
稲
田
大
学
２
年
在
学
中
で
す
。
短

大
時
代
は
、
教
科
担
当
以
外
に
、
就
職
部

長
、
入
試
広
報
部
長
、
担
任
、
ク
ラ
ブ
顧

問
、
海
外
研
修
や
ス
キ
ー
実
習
も
受
け
も

ち
ま
し
た
。
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
、
塾
や

小
論
文
添
削
講
師
、
高
校
の
非
常
勤
講
師

等
、五
つ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
し
、

心
身
共
か
な
り
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
折
、
以
前
よ
り
所
謂
「
飲
み
仲
間
」

で
あ
っ
た
現
任
校
の
先
生
か
ら
、
採
用
試

験
が
あ
る
こ
と
を
伺
い
、
不
惑
を
過
ぎ
て

の
受
験
で
し
た
が
合
格
し
ま
し
た
。
現
在

は
立
正
大
学
付
属
立
正
中
高
の
高
２
担

任
、
ク
ラ
ブ
顧
問
、
入
試
広
報
部
（
こ
の

業
務
は
新
人
教
員
当
初
よ
り
継
続
し
て
お

り
ま
す
。）、
教
員
交
流
誌
編
集
担
当
等
で

す
が
、
心
身
共
余
裕
が
出
来
、
二
松
出
身

の
先
輩
や
同
僚
、
生
徒
や
保
護
者
に
も
恵

ま
れ
て
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
平

穏
な
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
隔
月
の

ぺ
き
ん
へ
行
き
た
し
と
思
へ
ど
も
…

伊
藤
忠
綱
（
57
文
）

二
松
学
舎
で
書

道
の
非
常
勤
講
師

を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
昭
和

63
年
度
卒
業
生
で

す
。
母
校
以
外
で
は
日
大
商
学
部
で
中
国

語
を
担
当
、
都
立
高
校
で
は
書
道
と
国
語

を
担
当
、
東
洋
文
庫
で
は
水
墨
画
を
担
当

し
な
が
ら
奨
学
金
返
済
に
充
て
る
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
入
学
時
の
教
務
相
談
で

「
取
れ
る
資
格
は
で
き
る
限
り
取
得
し
、

未
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
お
き
な
さ
い
」

と
の
助
言
が
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
思
え
ば
大
学
入
学
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
常
に
人
に
恵
ま
れ
、
様
々
な

こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
田
舎
の
高
校
生
が
中
国
学

を
薦
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
編
集

者
、
教
員
、
食
堂
経
営
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
あ
ま
り
関
連
性
の

な
い
こ
と
に
も
寄
り
道
を
し
な
が
ら
生
き

て
き
ま
し
た
。
上
手
く
い
っ
た
も
の
も
あ

れ
ば
挫
折
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
今

の
状
況
を
決
定
付
け
た
の
は
や
は
り
中
国

留
学
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
卒
業
後
す
ぐ

に
就
職
し
た
も
の
の
、
中
国
へ
の
憧
憬
や

ま
ず
、
中
国
語
を
学
ん
で
い
な
か
っ
た
の

に
、
無
謀
に
も
公
費
交
換
留
学
生
試
験
を

受
け
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
結
果
は
不
合
格

で
し
た
が
、
熱
意
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ

け
た
の
か
、
授
業
料
の
み
免
除
の
仮
採
用

で
北
京
に
留
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
一
年
後
に
再
受
験
し
た
と

き
に
は
無
事
全
額
費
用
免
除
に
格
上
げ
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
は
90
年
代
前

半
、
古
き
良
き
中
国
が
ぎ
り
ぎ
り
残
る
頃

で
し
た
。
私
は
北
京
師
範
大
学
に
留
学
、

校
園
内
に
は
い
つ
で
も
会
え
る
場
所
に
中

国
書
法
家
協
会
の
啓
功
先
生
が
住
ん
で
お

り
、
正
門
の
斜
め
向
か
い
に
は
愛
新
覚
羅

溥
傑
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
Ｏ
Ｂ

で
映
画
俳
優
の
姜
文
さ
ん
が
講
演
に
来
て

く
れ
る
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
。

午
前
中
は
授
業
、
午
後
は
徐
悲
鴻
記
念
館

近
く
の
胡
同
に
あ
る
四
合
院
で
日
本
語
講

師
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
、
そ
の
後
ア
ル
バ

イ
ト
代
を
も
っ
た
ま
ま
瑠
璃
廠
で
文
房
四

宝
を
買
い
漁
る
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
の
は
大
概
の
場
所

に
自
転
車
で
移
動
で
き
る
こ
と
で
し
た
。

ド
ラ
マ
「
大
地
の
子
」
で
見
ら
れ
る
よ
う

な
風
景
が
日
常
に
混
在
し
て
い
た
の
で

す
。
次
年
は
上
海
の
華
東
師
範
大
学
に
移

動
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
海
上
派

の
水
墨
画
家
の
方
た
ち
と
交
流
す
る
機
会

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い
く
つ
か
の
学
校
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
便
り
が
添
え
ら

れ
ま
し
た
。

土
曜
に
は
、
短
大
勤
務
時
代
よ
り
続
け
て

い
る
江
戸
川
区
主
催
の
「
漢
詩
の
会
」
の

講
義
も
大
ら
か
な
ご
配
慮
で
継
続
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
以
上
、
様
々
な

経
験
を
経
て
、
様
々
な
方
々
の
ご
支
援
を

受
け
な
が
ら
今
も
教
壇
に
立
て
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
松
苓
会
幹
事
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
平
成

６
年
以
来
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
教
職
課
程

セ
ン
タ
ー
専
門
委
員
同
様
、
誠
心
誠
意
取

り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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『
仕
事
に
ど
ハ
マ
り
し
た
私
』

森
上
由
里
（
75
文
）

私
が
卒
業
し

て
か
ら
現
在
に

至
る
14
年
間
の

社
会
経
験
、
そ
し

て
今
感
じ
て
い

る
こ
と
を
記
し
ま
す
。
私
は
新
卒
で
入
社

し
た
会
社
に
今
も
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

正
直
ま
さ
か
こ
ん
な
に
長
く
就
業
す
る
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
時
代

の
私
は
と
い
え
ば
、
2
、
3
年
社
会
に
出

て
す
ぐ
結
婚
し
て
、
出
産
し
て
、
育
児
し

て
～
、
な
ん
て
お
花
畑
の
中
に
い
た
も
ん

で
す
か
ら
。
な
ぜ
そ
ん
な
私
が
14
年
も
勤

続
し
て
い
る
の
か
。“
仕
事
に
ど
ハ
マ
り

し
た
”
と
い
う
の
が
一
番
し
っ
く
り
く
る

表
現
に
な
り
そ
う
で
す
。

ま
ず
私
が
在
籍
し
て
い
る
会
社
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
社
名
は
株
式
会
社
ハ
ー

ド
オ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
新
潟
県
に

本
社
が
あ
り
、
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ
プ
の
店

舗
運
営
を
全
国
に
展
開
し
て
い
る
小
売
業

で
す
。
屋
号
は
ハ
ー
ド
オ
フ
・
オ
フ
ハ
ウ

ス
な
ど
。
そ
し
て
私
は
現
在
新
卒
採
用
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
か

ら
「
将
来
は
店
長
に
な
り
た
い
、
早
く
店

長
に
な
っ
て
責
任
あ
る
立
場
に
立
っ
て
活

躍
し
た
い
！
」
と
思
い
、
縁
あ
っ
て
当
社

に
入
社
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
人
と

話
す
の
が
好
き
で
、
所
謂
コ
ミ
ュ
力
高
め

の
学
生
で
し
た
。
し
か
し
そ
う
思
っ
て
い

た
の
は
自
分
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
、
い
ざ

入
社
し
て
み
れ
ば
、
一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ

フ
と
の
年
齢
差
、
初
め
て
の
上
司
と
い
う

存
在
、
な
か
な
か
自
分
を
出
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
持
っ
て
生
ま

れ
た
笑
顔
と
明
る
さ
を
武
器
に
、
徐
々
に

自
分
ら
し
く
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
2
年
目
に
は
店
長
を
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

店
長
に
な
っ
て
か
ら
は
、
私
が
指
揮
を

執
り
、
店
舗
の
方
向
性
を
決
め
、
チ
ー
ム

と
な
っ
て
目
標
に
向
か
い
、
ス
タ
ッ
フ
と

共
に
汗
を
流
す
。
ま
さ
に
や
り
が
い
だ
ら

け
で
し
た
。
更
に
店
長
職
を
3
年
…
5
年

6
年
、
い
つ
の
ま
に
か
6
年
目
に
は
統
括

店
長
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
に

思
っ
て
い
た
2
、
3
年
で
結
婚
し
て
～
、

な
ん
て
考
え
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
日
々
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
気
づ

い
た
ら
成
長
し
て
い
る
自
分
が
い
る
。
そ

れ
を
繰
り
返
し
て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か

14
年
も
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
2
歳

に
な
る
娘
を
育
て
な
が
ら
仕
事
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
き
っ
と
私
は
定
年
ま
で
こ
の

会
社
で
勤
め
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今

は
育
児
メ
イ
ン
で
す
が
、
子
供
の
手
が
離

れ
た
時
の
私
が
ど
ん
な
働
き
ぶ
り
を
す
る

の
か
…
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
！

こ
の
原
稿
が
夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
で
、

ま
た
私
は
野
球
フ
ァ
ン
（
高
校
野
球
と
プ

ロ
野
球
で
は
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ

フ
ァ
ン
）
で
も
あ
り
、
今
夏
、
快
進
撃
を

し
た
二
松
學
舍
大
学
附
属
高
校
の
野
球
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
は

無
観
客
で
、
し
か
も
甲
子
園
で
の
全
国
大

会
も
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
観

客
数
を
５
千
人
に
制
限
し
、
コ
ロ
ナ
対
策

を
徹
底
し
た
上
で
の
観
戦
と
な
り
ま
し

た
。
附
属
高
校
は
、
東
東
京
大
会
決
勝
戦

を
含
め
て
全
部
で
６
試
合
を
勝
ち
抜
き
ま

し
た
。そ
の
う
ち
初
戦
以
外
の
５
試
合（
３

試
合
は
都
営
駒
沢
球
場
・
２
試
合
は
東
京

ド
ー
ム
）
を
観
戦
し
ま
し
た
。

例
年
、
東
東
京
大
会
の
試
合
は
主
に
神

宮
球
場
を
使
用
し
ま
す
。
さ
ら
に
準
々
決

勝
か
ら
西
東
京
大
会
も
神
宮
球
場
を
使
用

し
、
東
西
と
も
決
勝
戦
ま
で
神
宮
球
場
で

行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
兼
ね
合
い
で
、
神
宮
球

場
は
東
東
京
大
会
の
７
月
４
日
か
ら
11
日

ま
で
の
使
用
で
、
基
本
的
に
は
他
球
場
で

の
開
催
で
し
た
。
ま
た
、
準
決
勝
と
決
勝

の
み
東
東
京
大
会
・
西
東
京
大
会
と
も
史

上
初
の
東
京
ド
ー
ム
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

初
戦
以
外
、
都
営
駒
沢
球
場
の
試
合
で

は
す
べ
て
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
、
安
心
し
て

観
戦
が
で
き
ま
し
た
。
場
所
を
東
京
ド
ー

ム
に
移
し
て
か
ら
は
締
ま
っ
た
試
合
で
、

準
決
勝
の
帝
京
高
校
と
の
試
合
で
は
４
対

２
で
附
属
高
校
が
勝
ち
、
決
勝
戦
ま
で
駒

を
進
め
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
強
豪
校
の
関

東
第
一
高
校
と
の
試
合
で
、
決
勝
戦
に
ふ

二
松
學
舍
大
学
附
属
高
校
の
快
進
撃

渡
辺
大
雄
（
65
文
）

こ
の
た
び
松
苓

会
本
部
幹
事
に
就

任
い
た
し
ま
し
た

65
期
の
渡
辺
大
雄

と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
は
、
松
苓
会
東
京
都
支
部
の
監
事
を

務
め
て
い
ま
す
。
本
年
７
月
よ
り
松
苓
会

本
部
で
も
お
世
話
に
な
り
、
微
力
な
が
ら

精
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
の
近
況
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど

に
多
く
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
経

験
を
も
と
に
帰
国
後
す
ぐ
に
一
回
目
の
個

展
を
開
き
、
以
後
４
年
ご
と
に
開
催
、
先

日
8
月
8
日
に
は
7
回
目
の
鳩
居
堂
個
展

を
終
え
ま
し
た
。
疫
禍
の
影
響
で
キ
ャ
ン

セ
ル
や
延
期
の
対
応
も
で
き
ず
、
宣
伝
も

自
粛
し
た
ま
ま
の
寂
し
い
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
せ
め
て
も
の
救
い
は
昔
馴
染
み
や

同
級
生
、
元
生
徒
さ
ん
な
ど
が
顔
を
出
し

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
経
済
的
に
厳
し
い

も
の
は
あ
り
ま
す
が
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
励
ま
し
と

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
趣
味
的
に
作

っ
て
い
た
篆
刻
を
受
注
し
た
り
、
根
付
を

京
都
の
清
宗
根
付
美
術
館
に
お
ろ
し
た
り

と
、
趣
味
の
範
囲
を
広
げ
、
家
計
簿
の
助

け
と
し
て
い
ま
す
。
近
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
ま
り
、
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
等
で
皆
さ
ん
に
お
目

に
か
か
れ
る
こ
と
を
愉
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

さ
わ
し
い
す
ば
ら
し
い
内
容
の
試
合
で
し

た
。
５
対
１
で
附
属
高
校
が
勝
利
し
、
第

１
０
３
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
東
東
京

大
会
を
優
勝
で
飾
り
、
甲
子
園
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
夏
の
大
会
で
甲
子
園

出
場
は
３
年
ぶ
り
４
回
目
と
な
り
ま
し

た
。
今
夏
は
野
球
を
十
分
に
楽
し
め
た
有

意
義
な
夏
休
み
で
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
見
方
を
変
え
て

松
﨑
智
志
（
76
政
）

２
０
０
８

年
に
大
学
を

卒
業
し
て
、

気
が
付
け
ば

13
年
の
月
日

が
流
れ
ま
し

た
。

現
在
は
、
マ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
総
務

部
で
働
い
て
お
り
、
採
用
活
動
で
二
松
學

舍
大
学
に
は
よ
く
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
就
活
シ
ー
ズ
ン
に
は
大
学
の
会

社
説
明
会
（
創
縁
会
）
で
学
生
向
け
に
お

話
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
リ
モ
ー

ト
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
し
た
。

と
い
う
の
も
、
弊
社
は
住
宅
用
窓
の
商

社
と
い
う
、
学
生
さ
ん
に
は
馴
染
み
の
薄

い
業
界
の
為
、
説
明
会
で
は
興
味
を
持
っ

て
貰
え
る
様
に
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
を
し
て

話
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
リ
モ
ー

ト
で
の
説
明
会
と
な
る
と
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

や
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
等
が
伝
わ
り
づ
ら

く
非
常
に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。

説
明
会
の
例
以
外
で
も
色
々
と
コ
ロ
ナ

禍
で
の
働
き
に
く
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
感
じ
て
い
る
の
が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
不
満
足
感
で
し
た
。

私
の
場
合
で
す
と
、仕
事
後
の
飲
み
会
、

や
大
学
時
代
の
友
人
と
の
集
ま
り
。
趣
味

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
が
日
々
の
楽
し
み

だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
ま
で
当
た
り
前
に

出
来
て
い
た
事
が
一
気
に
無
く
な
っ
て
し

ま
い
、何
も
す
る
事
が
無
い
状
態
に
な
り
、

何
と
も
空
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
様
な
中
で
も
第
一
子
が

産
ま
れ
る
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
り
、

生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
産
で
し
た
の
で
出
産

の
立
ち
会
い
も
出
来
ず
、
面
会
に
も
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病
院
に
迎
え
に
行
っ

た
時
に
は
感
無
量
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

世
間
が
そ
ん
な
状
態
で
子
供
が
産
ま
れ

た
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
別
の
事
に
使
っ
て

い
た
時
間
を
子
供
の
為
に
使
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
今
ま
で
飲
み
会
や
趣
味

で
使
っ
て
い
た
時
間
を
子
供
の
相
手
や
家

事
に
費
や
す
事
に
し
て
、
仕
事
後
も
す
ぐ

に
家
に
帰
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

も
し
、
コ
ロ
ナ
も
何
も
な
け
れ
ば
少
し

く
ら
い
飲
ん
で
帰
っ
て
も
良
い
の
で
は
？

と
魔
が
差
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

も
自
分
の
性
格
上
、
そ
の
頻
度
は
間
違
い

な
く
増
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
（
笑
）。

ま
だ
ま
だ
先
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
悪

い
方
向
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

見
方
を
変
え
る
事
で
子
供
の
成
長
に
し
っ

か
り
と
関
わ
れ
る
の
も
悪
く
な
い
か
な
と

考
え
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

寄
贈
資
料
紹
介

『
二
松
學
舍
専
門
学
校
第
三
回
卒
業
式

記
念
』
絵
葉
書

神
奈
川
県
支
部
賛
助
会
員
の
鈴
木
久
子

さ
ん
（
専
門
学
校
第
13
回
卒
鈴
木
了さ

と
み三
氏

の
奥
様
）
か
ら
、『
二
松
學
舍
専
門
学
校

第
三
回
卒
業
式
記
念
』（
昭
和
8
年
3
月

18
日
）
の
「
絵
は
が
き
」
6
枚
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

卒
業
記
念
品
の
表
書
き

住
所
変
更
等
が
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

　
住
所
変
更
や
改
姓
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

早
め
に
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
電
話
等
で
松
苓

会
本
部
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
松
苓
会
や

大
学
か
ら
の
案
内
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
案
内
や
松
苓
会
報
の
送
付
等
）
郵
便
物

を
確
実
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
洲
先
生
米
壽
照
像

中
洲
先
生
筆
蹟
と
澁
澤
子
爵
筆
蹟

中
洲
先
生
八
十
六
歳
の
書

中
洲
先
生
九
十
歳
の
書

中
洲
子
息
の
三
島
復
学
長

二
松
學
舍
前
靑
葉
通
（
内
堀
通
り
）
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学
生
会
員
だ
よ
り

三
番
町
フ
ォ
ー
ク
村

田
中
星
多

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
三
番
町
フ
ォ
ー
ク

村
で
す
。
私
た
ち
は
二
松
学
舎
大
学
の
特

別
公
認
軽
音
楽
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、

月
に
一
度
の
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
そ
れ
に
向

け
て
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。 

現
在
大
学
に
は
、
３
つ
の
軽
音
楽
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
三
番
町

フ
ォ
ー
ク
村
は
固
定
バ
ン
ド
が
存
在
し
な

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
ブ
を

行
う
際
に
は
、
サ
ー
ク
ル
員
が
互
い
に
誘

い
合
っ
て
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
ラ

イ
ブ
に
参
加
す
る
の
で
す
。
こ
れ
に
は
２

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
学
生
会
活
動

学
生
会
長　

水
口
愛
子

本
年
度
、
学
生
会
執
行
委
員
会
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
文

学
部
２
年
の
水
口
愛
子
で
す
。 

昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
る
い
、
大
学
へ
通
う
こ
と
が
で
き

な
い
日
々
が
続
い
て
い
る
中
、
今
年
４
月

９
日
（
金
）
に
新
入
生
歓
迎
式
典
、
６
月

27
日
（
日
）
に
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

４
月
の
新
入
生
歓
迎
式
典
は
、
新
入

生
を
楽
し
ま
せ
た
い
と
い
う
一
心
で
、

役
員
一
同
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
対
面
と

Y
ouT

ube

ラ
イ
ブ
の
併
用
で
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
の
新
入
生
歓
迎
式
典
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
か
行
え
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
対
面
で
の
参
加
を
新
入
生
だ
け
で

な
く
、
新
2
年
生
も
可
と
し
ま
し
た
。
感

染
対
策
を
徹
底
す
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ

ナ
で
失
わ
れ
た
機
会
を
取
り
戻
す
こ
と
も

で
き
、
２
年
生
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

６
月
の
九
段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
対
面
で

行
い
た
い
と
考
え
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
新
入

生
歓
迎
式
典
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
の

イ
ベ
ン
ト
運
営
で
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
よ
り「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
対
面
で
開
催
し
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

現
在
、私
た
ち
学
生
会
執
行
委
員
会
は
、

10
月
31
日
（
日
）
と
11
月
1
日
（
月
）
の 

２
日
間
に
わ
た
る
創
縁
祭
２
０
２
１
の
準

備
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
開

催
方
法
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
対
面
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
楽
し

め
る
こ
と
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
感

染
対
策
は
も
ち
ろ
ん
徹
底
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
楽
し
い

こ
と
を
諦
め
な
い
で
済
む
よ
う
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
以
外
に

も
学
生
総
会
も
執
り
行
い
ま
し
た
。
昨
年

に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
し

た
。
学
生
総
会
が
成
立
す
る
人
数
に
回
答

し
て
い
た
だ
け
る
か
心
配
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ま
め
な
呼
び
掛
け
が

功
を
奏
し
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

共
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
会
執
行
委
員

会
役
員
一
同
で
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
国
文
学
科
2
年
）

学生会執行委員会メンバー

つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

１
つ
目
と
し
て
は
、
音
楽
を
演
奏
す
る

際
に
、
コ
ピ
ー
す
る
バ
ン
ド
を
好
き
な
人

同
士
で
演
奏
で
き
る
事
で
す
。
や
は
り
、

自
分
の
好
き
で
は
な
い
バ
ン
ド
よ
り
も
好

き
な
バ
ン
ド
を
演
奏
で
き
た
方
が
楽
し
い

と
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
や
る
気
が
上
が

る
こ
と
に
よ
っ
て
演
奏
の
み
な
ら
ず
、
雰

囲
気
ま
で
か
っ
こ
よ
く
仕
上
が
る
の
で

す
。
こ
れ
は
、
固
定
バ
ン
ド
を
作
ら
な
い

か
ら
こ
そ
、
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

２
つ
目
は
、
自
分
の
知
ら
な
い
バ
ン
ド

の
曲
も
演
奏
で
き
る
こ
と
で
す
。
音
楽
は

人
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
聞
く
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
や
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
固
定
し
て
し
ま
う
人
が

多
い
の
で
す
。
で
す
が
、
私
た
ち
の
サ
ー

ク
ル
で
は
、
固
定
バ
ン
ド
を
組
ま
ず
に
誘

い
合
う
こ
と
で
、
ラ
イ
ブ
が
新
た
な
音
楽

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

も
洋
楽
の
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
し
か
知
ら
ず
に

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
り
ま
し
た
が
、
知
ら

な
い
曲
も
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
り
、
邦
楽

の
良
さ
を
サ
ー
ク
ル
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
私
た
ち

の
サ
ー
ク
ル
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
最
大

の
魅
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
現
在
は
活
動
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
約
一
年
半
く
ら
い
ラ
イ
ブ
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
私
た
ち
は
今
で

き
る
こ
と
を
考
え
、皆
で
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
活
用
で
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介
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今
は
直
接
会
う
こ
と
が
難
し
く
、
新
入
生

に
は
直
接
会
っ
た
こ
と
が
な
い
人
も
い
ま

す
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
新
入
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
や
、
サ

ー
ク
ル
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
三
番
町
フ
ォ
ー
ク
村
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
歩
み
を
止
め
ず
に
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
い
つ
で
も
安
全
に

活
動
を
再
開
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
つ

つ
、
今
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
行
い
、

サ
ー
ク
ル
員
全
員
で
協
力
し
て
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
越
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

�

（
国
際
経
営
学
科
３
年
）

映
画
研
究
サ
ー
ク
ル

植
田
む
つ
き

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
二
松
学
舎
大

学
非
公
認
サ
ー
ク
ル
の
映
画
研
究
サ
ー
ク

ル
で
す
。現
在
は
月
２
回
、【
第
２
水
曜
日
・

第
４
金
曜
日
】に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

主
な
活
動
は
「
①
ジ
ャ
ン
ル
別
お
す
す

め
映
画
プ
レ
ゼ
ン　

②
投
票
で
決
め
た
映

画
同
時
視
聴　

③
そ
の
映
画
の
批
評
会
」

で
す
。 

①
は
ジ
ャ
ン
ル
を
絞
っ
て
何
人
か
が
映

画
を
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。
②
は
①
の
プ
レ

ゼ
ン
を
聴
い
て
ど
れ
が
一
番
観
た
い
と
思

っ
た
か
を
投
票
で
決
め
、
そ
の
作
品
を
み

ん
な
で
観
ま
す
。
③
は
②
で
観
た
作
品
の

批
評
会
・
感
想
会
を
し
ま
す
。 

ジ
ャ
ン
ル
や
「
邦
・
洋
」
を
指
定
す
る

こ
と
で
、
普
段
は
観
な
い
ジ
ャ
ン
ル
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
を
そ
う
で
は
な
い
人
に
プ
レ
ゼ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
ま
た
、
そ
の
面
白
さ

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が

一
人
で
も
楽
し
め
る
映
画
を
、「
サ
ー
ク

ル
で
」
楽
し
む
一
つ
の
意
義
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
批
評
会
で
は
作
品
を
文
学
的

に
分
析
し
ま
す
。
映
画
は
文
学
だ 

！ 

こ
の
よ
う
な
活
動
以
外
に
も discord 

を
用
い
た
、
映
画
に
つ
い
て
の
ラ
フ
な
や

り
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
も
設
け

て
お
り
ま
す
。「
観
た
い
映
画
」、「
最
近

観
た
映
画
」、「
映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ 

ー
」
な
ど
な
ど
、
現
在
23
個
も
の
話
題
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
ご
ざ
い
ま
す
。（
随
時
更
新

中
）
こ
ち
ら
で
は
批
評
会
と
違
い
、
ラ
フ

な
感
想
や
「
映
画
報
告
」
を
気
軽
に
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
部
員
一
同
積
極

的
に
活
用
し
交
流
し
て
お
り
ま
す
。 

先
日
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
祭
で
は
、
企
画
と
し
て

「note

」
と
い
う
記
事
投
稿
サ
イ
ト
に
映

画
に
ま
つ
わ
る
記
事
を
投
稿
し
ま
し
た
。

そ
の
記
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
見
出

し
は
、「
サ
ブ
ス
ク
で
観
れ
る
！　

お
す

す
め
映
画
紹
介
」「
お
す
す
め
映
画
館
特

集
」「
佐
藤
信
介
監
督
作
品
特
集
」「
な
ん

だ
か
ん
だ
観
て
な
い
名
作
特
集
」、
以
上

の
５
記
事
で
す
。
気
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

覗
い
て
み
て
下
さ
い
。「note

二
松
学
舎 

映
画
研
究
サ
ー
ク
ル
」
で
調
べ
る
と
ヒ
ッ

ト
す
る
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
昨
年
度
の
12
月
に
発

足
し
た
大
変
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
実
験
的
に
、
様
々
な
新
し
い
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

「
普
段
は
映
画
を
観
な
い
方
々
と
楽
し

い
お
う
ち
時
間
を
一
緒
に
開
拓
し
た
い
！  

映
画
好
き
の
方
々
と
一
緒
に
映
画
欲
を
共

有
し
た
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
を
胸
に
。 

�

（
国
文
学
科
２
年
）

画像：朝倉藍乃（国文学科 3年）

　

学
生
の
活
躍

令
和
2
年
度
学
生
褒
賞

個
人
10
人
を
表
彰

コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
の
活
動
が
制
限
さ
れ

た
中
で
の
令
和
２
年
度
学
生
褒
賞
は
、
10

人
の
個
人
を
表
彰
し
た
。

受
賞
者
は
、
２
月
21
日
に
岐
阜
市
の
長

良
川
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
た
第
18
回
全

日
本
学
生
落
語
選
手
権
「
策
伝
大
賞
」
の

大
賞
に
輝
い
た
谷
口
友
晴
さ
ん
（
当
時
４

年
生
）
を
は
じ
め
各
種
の
書
道
展
で
の
受

賞
者
（
６
人
）、
全
国
俳
誌
協
会
新
人
賞

で
特
別
賞
受
賞
者
、
東
都
大
学
軟
式
野
球

秋
季
リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
学
生
（
２
人
）

の
10
人
。

学
生
褒
賞
は
大
学
と
大
学
父
母
会
、
松

苓
会
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
。
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ません。あらかじめご了承ください。
＊注意事項等詳細は、別途「募集要項」（学内メール

で通知）で確認してください。
＊送信先　E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp
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卒業回数表記の変更について
　令和元年度卒業生から、卒業時に同期会を結成しています。同期会の名称は、旧制二松學舍専門学校
卒以来の通し番号を付して、第 89 期同期会としています。
　これまで文学部、国際政治経済学部卒業者で卒業回数の表記を別にしていましたが、今後、松苓会に
おける表記を次のとおりとします。

（例）令和 3 年（2021）3 月卒　第 89 期卒業生　89 文　89 政と数字の末尾に文・政を付す

現行
（専文）

現行
（政） 改　正 卒　業　年　月

専１  １ 専 昭和   6（1931）年 3月卒
（中略）
専20 20専 昭和 26（1951）年 3月卒
文 21 21文 昭和 28（1953）年 3月卒
文 22 22文 昭和 29（1954）年 3月卒
文 23 23文 昭和 30（1955）年 3月卒
文 24 24文 昭和 31（1956）年 3月卒
文 25 25文 昭和 32（1957）年 3月卒
文 26 26文 昭和 33（1958）年 3月卒
文 27 27文 昭和 34（1959）年 3月卒
文 28 28文 昭和 35（1960）年 3月卒
文 29 29文 昭和 36（1961）年 3月卒
文 30 30文 昭和 37（1962）年 3月卒
文 31 31文 昭和 38（1963）年 3月卒
文 32 32文 昭和 39（1964）年 3月卒
文 33 33文 昭和 40（1965）年 3月卒
文 34 34文 昭和 41（1966）年 3月卒
文 35 35文 昭和 42（1967）年 3月卒
文 36 36文 昭和 43（1968）年 3月卒
文 37 37文 昭和 44（1969）年 3月卒
文 38 38文 昭和 45（1970）年 3月卒
文 39 39文 昭和 46（1971）年 3月卒
文 40 40文 昭和 47（1972）年 3月卒
文 41 41文 昭和 48（1973）年 3月卒
文 42 42文 昭和 49（1974）年 3月卒
文 43 43文 昭和 50（1975）年 3月卒
文 44 44文 昭和 51（1976）年 3月卒
文 45 45文 昭和 52（1977）年 3月卒
文 46 46文 昭和 53（1978）年 3月卒
文 47 47文 昭和 54（1979）年 3月卒
文 48 48文 昭和 55（1980）年 3月卒
文 49 49文 昭和 56（1981）年 3月卒
文 50 50文 昭和 57（1982）年 3月卒
文 51 51文 昭和 58（1983）年 3月卒
文 52 52文 昭和 59（1984）年 3月卒
文 53 53文 昭和 60（1985）年 3月卒

現行
（専文）

現行
（政） 改　正 卒　業　年　月

文54 54文 昭和 61（1986）年 3月卒
文 55 55文 昭和 62（1987）年 3月卒
文 56 56文 昭和 63（1988）年 3月卒
文 57 57文 平成  元  （1989）年 3月卒
文 58 58文 平成  ２  （1990）年 3月卒
文 59 59文 平成  ３  （1991）年 3月卒
文 60 60文 平成  ４  （1992）年 3月卒
文 61 61文 平成  ５  （1993）年 3月卒
文 62 62文 平成  ６  （1994）年 3月卒
文 63　 政   1 63 文・63政 平成  ７  （1995）年 3月卒
文 64 政   2 64 文・64政 平成  ８  （1996）年 3月卒
文 65 政   3 65 文・65政 平成  ９  （1997）年 3月卒
文 66 政   4 66 文・66政 平成 10（1998）年 3月卒
文 67 政   5 67 文・67政 平成 11（1999）年 3月卒
文 68 政   6 68 文・68政 平成 12（2000）年 3月卒
文 69 政   7 69 文・69政 平成 13（2001）年 3月卒
文 70 政   8 70 文・70政 平成 14（2002）年 3月卒
文 71 政   9 71 文・71政 平成 15（2003）年 3月卒
文 72 政 10 72文・72政 平成 16（2004）年 3月卒
文 73 政 11 73文・73政 平成 17（2005）年 3月卒
文 74 政 12 74文・74政 平成 18（2006）年 3月卒
文 75 政 13 75文・75政 平成 19（2007）年 3月卒
文 76 政 14 76文・76政 平成 20（2008）年 3月卒
文 77 政 15 77文・77政 平成 21（2009）年 3月卒
文 78 政 16 78文・78政 平成 22（2010）年 3月卒
文 79 政 17 79文・79政 平成 23（2011）年 3月卒
文 80 政 18 80文・80政 平成 24（2012）年 3月卒
文 81 政 19 81文・81政 平成 25（2013）年 3月卒
文 82 政 20 82文・82政 平成 26（2014）年 3月卒
文 83 政 21 83文・83政 平成 27（2015）年 3月卒
文 84 政 22 84文・84政 平成 28（2016）年 3月卒
文 85 政 23 85文・85政 平成 29（2017）年 3月卒
文 86 政 24 86文・86政 平成 30（2018）年 3月卒
文 87 政 25 87文・87政 平成 31（2019）年 3月卒
文 88 政 26 88文・88政 令和  ２  （2020）年 3月卒
文 89 政 27 89文・89政 令和  ３  （2021）年 3月卒

○卒業回数の表記対照表（改正後の表記）　	 	 	

※大学院の表記は変わりません。
　・文学研究科博士（後期）課程（単位取得満期退学を含む）
� 第1回　昭和44（1969）年3月修了　　第53回　令和3（2021）年3月修了　　略称　院53文博
　・文学研究科博士前期課程（修士課程）
� 第1回　昭和43（1968）年3月修了　　第54回　令和3（2021）年3月修了　　略称　院54文修
　・国際政治経済学研究科修士課程
� 第1回　平成15（2003）年3月修了　　第19回　令和3（2021）年3月修了　　略称　院19政修
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「人材バンク」登録募集
あなたの力で、会員や大学を応援してください

会員（含学生）の求める機会に、会員の皆さまの智恵や技能を提供していただく事業を立ち上げ
ました。登録をお願いします。

　　　　　　　内　　容	 講義・講話・講演・指導などの講師　
		 ボランティアを基本とし、必要経費は主催者と相談により決定

　　　　　　　登録方法	 １　松苓会事務局に、メールで「人材バンク登録票の送信」を請求
		 ２　登録票と要項をデータで受け取る
		 ３　登録票に入力してメール添付にて返送（実践例があれば添付）

登録申請・問い合わせ先	 松苓会事務局　〒102-8336　東京都千代田区三番町6-16
		 TEL　03-3261-7408／FAX　03-3261-8914
		 E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp

第
103
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
（
主
催　

朝
日
新
聞
社　

日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟
）

　
附
属
高
校
野
球
部
3
年
ぶ
り
4
度
目
の
夏
の
甲
子
園

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
第
103
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
が
8
月
10
日
か
ら
行
わ
れ
た
。

東
東
京
代
表
の
附
属
高
校
野
球
部
は
、

２
回
戦
か
ら
出
場
８
月
20
日
福
岡
県
代
表

の
西
日
本
短
大
付
属
高
校
戦
を
２
対
０
で

勝
利
し
、
８
月
24
日
の
3
回
戦
で
京
都
国

際
高
校
と
対
戦
、
延
長
10
回
惜
し
く
も
4

対
6
で
敗
退
し
、
ベ
ス
ト
８
入
り
は
果
た

せ
な
か
っ
た
。

松
苓
会
本
部
で
は
、
8
月
3
日
に
三
役

会
議
を
開
催
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
附
属

高
校
の
支
援
募
金
委
員
会
発
起
人
に
松
苓

会
長
が
加
わ
り
、
支
援
募
金
に
応
ず
る
こ

と
を
決
定
し
、
加
え
て
役
員
、
支
部
長
宛

に
文
書
で
支
援
・
協
力
を
依
頼
し
た
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
現
地
（
甲

子
園
球
場
）
へ
出
向
い
て
の
応
援
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。

人材バンク登録者の例
氏　名 卒期　学部 内　容

久保　善啓 74 文 国語科授業の取組（司書教諭活動も含む）　学校経営等
高橋　三男 34 文 名僧了翁禅師について　民俗紀行家の菅江真澄について
花岡　邦郎 49 文 教員志望学生対象に授業、校務、部活の実態等について
角井　良暢 49 文 デジタル書道に学ぶ
小金澤　豊 50 文 39 文博 論語、漢詩、漢字の各講座　興味を抱かせる指導法
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　先ずはこのコロナ禍にもかかわらず、寄稿頂いた方々に
お礼申し上げます。
「失ったものを数えるな。残されたものを最大に生かせ」―
この言葉はパラリンピックの精神として、またコロナ禍に
生きるものとして我々の背中を押している。
　年を重ねた者への戒めの言葉である。人として避けるこ
とのできない「生老病死」は身近なものとなった。　
　理想をもって現実を生きる。それは学び続けることであ
る。玉稿を拝読し改めて感じ入りました。頓首。

www.nishogakusha-u.ac.jp
shourei@nishogakusha-u.ac.jp

　今号の表紙は写真部、国際政治経済学部 3年の岡部玲音さ
んの作品です。
　ご本人から「半蔵門から皇居のお堀を撮影しました。お堀の鮮
やかな緑の奥にビル群を入れることで都市と自然の調和を表現で
きたと思います。撮影のためにキャンパス周辺を散策することで
見つけた景色です。」というコメントをいただきました。

二松學舍大学（松苓会）
　ホームページ
　松苓会E-mail

丸
山
祐
三
郎
氏
（
24
文
）

　

令
和
２
年
６
月
23
日
逝
去　

享
年
92

丸
山
氏
は
、
新
潟
県
支
部
長
（
平
成
８

年
11
月
か
ら
平
成
17
年
11
月
）、
本
部
常

任
幹
事
（
平
成
15
年
８
月
か
ら
平
成
23
年

６
月
）
を
務
め
ら
れ
、
松
苓
会
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

改革する松苓会　募　集　松苓会本部応援団

本部業務のお手伝いをお願いします。
〈事務、会報づくり、各種イベントや活動等の業務〉

ボランティアで交通費は支給
同窓会活動に、興味・意欲のある方は、お問い合わせ下さい。

問合せ先：松苓会事務局　〒 102-8336　東京都千代田区三番町 6-16
　　　　　　　　 TEL　03-3261-7408／FAX　03-3261-8914／E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp

『
興
福
寺
に
鳴
り
響
い
た
音
楽

　

―
教
訓
抄
の
世
界
―
』

�

磯
水
絵
編
（
思
文
閣
出
版
）　

本
書
は
、
日
本
音
楽
の
一
大
中
心
地
と

さ
れ
る
興
福
寺
に
鳴
り
響
い
て
き
た
音
楽

（「
声
明
」「
舞
楽
」
等
）
の
実
態
と
そ
の

関
係
性
を
、

第
一
章
興
福
寺
の
音
楽
文
化
と
狛
氏

第
二
章
狛
近
心
『
教
訓
抄
』
の
世
界

第
三
章
興
福
寺
の
音
楽
文
化
、
そ
の
後

と
い
っ
た
三
部
構
成
で
、
古
代
か
ら
近

現
代
ま
で
を
歌
謡
・
和
歌
・
謡
曲
と
い
っ

た
多
角
的
な
視
点
も
踏
ま
え
つ
つ
解
き
明

か
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
編
者
の
磯
水
絵
本
学
名
誉
教

は
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本

漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」
中

世
漢
文
班
の
主
任
と
し
て
『
教
訓
抄
』
を

中
心
に
樂
書
資
料
の
研
究
成
果
を
数
多
く

世
に
示
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
確
か
な
文

献
資
料
と
解
析
を
基
底
に
紡
ぐ
興
福
寺
に

鳴
り
響
い
て
き
た
音
楽
の
軌
跡
を
照
射
す

る
様
相
は
、
ま
さ
に
日
本
古
代
音
楽
研
究

史
の
指
針
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
珠

玉
の
一
冊
で
あ
る
。

�

文
学
部
教
授　

原
由
来
恵
（
63
文
）

平
成
13
年
度
以
前
の
卒
業
生
の
方
へ

終
身
会
員
手
続
き
の
お
願
い

松
苓
会
の
運
営
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が

終
身
会
員
の
会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

終
身
会
費
1
万
円
を
納
入
し
て
い
た
だ
く

と
終
身
会
員
に
な
り
、
会
報
の
毎
回
送
付

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内
が
毎
年

届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
終
身
会
員
の
手

続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
金
の
お
願
い

松
苓
会
で
は
、
会
の
発
展
の
た
め
に
会

員
の
皆
様
に
寄
付
金
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。

松
苓
会
の
事
業
推
進
と
財
源
確
保
の
た

め
に
、
1
口
千
円
で
寄
付
金
を
募
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。


